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1. ハコネダケとは 

 ネザサ類のハコネダケ（Pleioblastus chino (Franchet et Savatier) Makino var. 

vaginatus (Hackel) S. Suzuki）は東日本に広く自生するアズマネザサ（P. chino）の変種

である。母種より葉が小さいのが特徴で，箱根山とその周辺に多く分布する（鈴木 1978）。

なお、学名については鈴木貞雄（1978）日本タケ科植物総目録に従った。本種は低木林お

よび高木林の林床に優占するほか，海抜 800m付近から 1,000m の間に純群落をつくってい

る（大野 1972）。かつて熱海市近郊の岩戸山から十国峠にかけてススキ草地とともに火入れ

や刈り取り等の人為的管理がなされており（宮脇ほか 1967），ハコネダケとススキが混生

するハコネダケ－ススキ群落はフォッサマグナ地域である箱根・伊豆半島一帯に特有の群

落である（藤原 1972; 小泉・遠山 1990）。同群落は他の草本種も多く生育するものの，高

標高域の寒冷な地域ではハコネダケの落葉が分解されずに堆積し，他の草本種の生育を阻

害することから本種純群落へと移行しやすく，特に刈り取り等の人為的な管理が放棄され

れば同群落への移行が進むとされている（小泉・遠山 1990）。 

ハコネダケの分布する地域は植物社会学的にはヤブツバキクラス域上部とブナクラス域

下部にまたがり（宮脇ほか 1967; 大野 1972），本来であればブナを中心とした冷温帯落葉

広葉樹林ないしカシなどの暖温帯照葉樹林の発達する気候であると考えられるが，同地域

は古来より交通の要所であり，付近の熱海および箱根は近世には温泉地として栄えたこと

から長期にわたって森林に対する人為的撹乱が加わっていたことが推察される。明治初期

に地形図を作製するための調査において対象地の景観を記録した資料によると，ハコネダ

ケ分布地にあたる所は高木林と呼べる群落はほとんど見られず，草地やササ原と推察され

る篠地が広がっていたことが記録されている（小椋 1996）。ハコネダケ－ススキ群落をはじ

め，関東以東のアズマネザサ－ススキ群集および駿河以西のネザサ－ススキ群集は植物社

会学的にはススキクラスにまとめられ，人為的干渉により自然植生が破壊された後に成立

した二次草原とされている（藤原 1972）。二次草原は火入れや刈り取り等の人為的干渉が

なければ植生遷移により本来の自然植生へと移行するとされるが，ハコネダケ純群落の場

合，密生した本種の稈と地表に堆積した落葉層により他種植物の定着が阻害されることで

森林への遷移が進まず，同群落として持続していると考えられる（宮脇ほか 1967; 大野

1972）。 

ハコネダケの分布地では，江戸時代に小舞壁の材料用に販売するために同種の採取が行

われており（鈴木 1999），昭和初期頃まで同地南部の函南町で山地斜面が軍馬用に販売する

秣（まぐさ）を採集するための採草地として利用されていたが，第二次世界大戦後に秣（ま

ぐさ）の需要が無くなったために，斜面地のほとんどはスギ，ヒノキの人工林に転換され

ている（菱沼ほか 1960）。一部防火帯やスギ，ヒノキの植林が行われなかった山頂部では二

次草原が残されたものの，農林業における生産方法や都市部の建築施工の変化によりハコ

ネダケおよび他種の草本植物の火入れや刈り取り等の管理が放棄されていることが推察さ

れ，ハコネダケの純群落へと移行しそのまま長期にわたり持続することが予想される。一
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方，ハコネダケ分布地付近の伊豆半島北西部の山稜に見られるアマギザサとミヤマクマザ

サで構成されるササ草原は，牧場の開発による伐採により分布域を拡大したものの，人為

的干渉がほとんど見られなくなった後では森林に接する部分から縮小したことが確認され

ている（磯谷・石本 1999）。ハコネダケ分布地では同種群落以外に二次草原と同じ人為的

干渉により成立したと考えられる先駆低木群落や江戸時代より水源涵養林として保護され

てきた函南原生林が存在し，ハコネダケ群落はこれらに隣接する部分では半島北西部のサ

サ草原同様に縮小していく可能性が考えられる。 

 

2. ササ群落の成立と持続機構 

 ハコネダケ群落をはじめ，日本では二次草原および森林群落の比較的明るい場所でササ

属やメダケ属等の矮性タケ類が優占し広範囲で群落を形成しており，前属はチシマザサや

クマイザサ，ミヤコザサ等のササ類，後属はハコネダケとその母種であるアズマネザサ，

ネザサ，メダケ，ケネザサ等のネザサ類に相当する。ササ類は生育地の気候により各種ご

とに棲み分けが見られ，ネザサ類は積雪のない暖温帯の原野や森林の伐採跡地に繁殖して

いる（河原 2001）。気候要因からササ，ネザサ類が優占する草原の分布を見ると，森林群

落ではブナやミズナラ等の落葉広葉樹林が発達する冷温帯は大部分のササ属で占められ，

メダケ属についてはウラジロガシ等の照葉樹林やクヌギ，コナラ等の落葉広葉樹林が発達

する暖温帯に分布する（西村ら 2001）。なお，クヌギ，コナラ林は照葉樹林が人為的干渉に

より衰退した後に成立する二次林であり林床にはネザサ類が優占することが多く，関東地

方ではアズマネザサがコナラ二次林で繁殖し，他の林床植物の生育を抑制することが問題

となっている（Suzaki T.et.al. 2005）。メダケ属のネザサ類が優占する二次草原は本州中部

のフォッサマグナを境に関東以東はアズマネザサ－ススキ群集，駿河以西はネザサ－スス

キ群集に分けられ両群集の分布の中間にハコネダケ－ススキ群落が位置している（藤原 

1972）。 

森林に生育するササ，ネザサ類は林冠ギャップのような明るい環境下で繁殖し，葉群の

被陰によって樹木実生の生育を阻害し森林の更新を妨げる要因の一つとされている（中

静・沼田 1982）。さらに，同類は地下茎による栄養繁殖を行うクローナル植物であり，ギ

ャップで繁殖した個体群と周辺林冠下の個体間で地下茎を利用した栄養の相互転流を行い

光資源の限られた林床においても個体群を維持できることが報告されている（齋藤ほか 

2000; Saitho et.al 2002; Saitho et.al 2006; 齋藤・清和 2007）。そして，人為的干渉により

成立した二次林にはササが優占することが多く，二次林が繰り返し伐採され，林野火災に

遭遇すると，ササ地下茎からの萌芽が促進されることでササ草原が形成される（内藤 1988）。

二次草原は植生遷移系列に従って本来の自然植生としての森林群落へと移行すると考えら

れるが，ササ草原の場合，中静・沼田（1982）が報告したササ葉群の樹種実生に対する生

育阻害作用に加えて局地的に風衝による作用が働く場合にはかろうじて伸長した樹木の生

育が妨げられ繁殖するに至らず，ササ草原が持続することが報告されている（高岡 1993; 井
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田・中越 1994）。さらに，ハコネダケ群落のように群落内部の地表に堆積した落葉が分解不

良により厚い層を形成し，他種植物の定着が阻害されることで遷移が進まず群落が持続す

る（宮脇ほか 1967; 大野 1972）ほか，九州の阿蘇、九重地方のように人為的な刈り取りや

放牧によりネザサ群落が持続している所もある（小山・小川 1993）。 

 

3. 森林におけるササ，ネザサ類の生存戦略 

ハコネダケ分布地付近のササ群落が優占する伊豆半島山稜部では群落に隣接する森林の

林床においてもササが出現しており，樹木の侵入により景観としてのササ群落が縮小した

後もササ個体群は比較的明るい林床で残存している可能性が推察されている（磯谷・石本 

1999）。一般に，ササは地下茎による栄養繁殖を行うクローナル植物であり，地上稈同士が

地下茎で繋がったネットワーク構造により互いに水分および栄養塩類を交換し合うことで

林冠ギャップからのわずかな光資源で生育を可能にしていることが示唆されている（齋

藤・清和 2007）。さらに，ササやネザサ類は冬期に地下茎に水分や栄養塩類を貯蔵し，夏期

に地上稈に貯蔵していた分を供給する性質を有しており，ミヤコザサは地下部重量が秋～

冬にかけて増加が見られることが報告されており（県・鎌田 1979），ネザサは地下茎に蓄え

た窒素を春～夏にかけて地上稈へ送ることで生育条件が厳しい場所においても個体群を維

持していることが明らかとなっている（小山・小川 1993）。地下茎を利用した繁殖およびネ

ットワークによりササやネザサ類は森林のみならず草原などの開放地においても優占群落

を広範囲に形成することが可能であると考えられる。 

森林における生存戦略について，ハコネダケが属するネザサ類は地下茎を利用した生存，

繁殖だけでなく，地上稈についても生存戦略のための生育形態の変化が報告されている。

関東地方のコナラ二次林のアズマネザサは C/F（非同化器官/同化器官）比を大きくするこ

とで，光合成により栄養分を生産する同化器官を群落上層に集中させることで脱陰性を高

めて林内において生育を可能としていることが報告されており（堀ほか 1998），中国地方の

ケネザサは明るい環境ほど稈の発生本数が多く葉の寿命が短い一方で暗い環境では同稈の

発生本数が少ない分稈の伸長速度が速く，葉の寿命が長いことで異なる光環境に適応して

いる（馬場ほか 2004; 阿拉ほか 2009）と考えられる。 

 ササやネザサ類は地下茎によるネットワークや地上稈の生育形態を変化させることで，

光資源が制限される森林において生育および繁殖を可能としていることが考えられる。そ

して常緑植物であるササ，ネザサ類は上層木の落葉により光量が増加する秋から冬季にか

けて光合成を行うことで個体群を維持しているとも考えられる。しかし，ハコネダケ分布

地は気候的に常緑広葉樹林が成立しうる条件であり，母種のアズマネザサやネザサが開放

地において優占群落を成立している地域についてもウラジロガシなどの常緑広葉樹が森林

を形成しうる気候条件とされている（西村ほか 2000）。常緑広葉樹林は冬季においても森

林上層において葉群が維持され，一年を通して光資源が制限されている環境であり落葉広

葉樹林と比較してササやネザサ類も生育が困難であることが予想される。しかし，ネザサ
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類の分布は本来，常緑広葉樹林が成立する気候であり，そこに生育するネザサ類も光資源

がより制限される同林において何らかの生存戦略をとっていたものと考えられるが，それ

についてはこれまでに明らかにされていない。 

 

4. 群集レベルにおける植生単位とハコネダケ 

 ハコネダケ－ススキ群落をはじめ，東日本のアズマネザサ－ススキ群集および西日本の 

ネザサ－ススキ群集は，いずれも暖温帯ヤブツバキクラス域に成立する森林消失後の代償

植生であり，ネザサ類は上層からの光資源が一年中制限される常緑広葉樹林において何ら

かの生存戦略をとることで生育してきたと考えられる。ハコネダケの分布地に隣接する真

鶴半島の海岸では同属のメダケがハチジョウススキとともに群落を形成し，周辺の森林破

壊に伴い分布が拡大する一方で，本来の自然植生としての常緑広葉樹林とは異なるクスノ

キ植林の林床において優占していることが報告されている（宮脇ほか 1969）。植物社会学

的には同じ気候下の同じ優占種による常緑広葉樹林であっても立地環境などの自然条件に

より林床の種組成が異なり，それによって群落および群集といった植生単位に区分される。

植生単位ごとに種組成が異なれば，森林内の林冠下の亜高木層から低木層までの常緑植物

の量によって当然光環境も異なることが考えられる。このことは，人為的な撹乱が加わる

以前の常緑広葉樹が優占する森林においてネザサ類がどのように生育していたのかを考え

る上で重要であるが，これまでに植物社会学的な種組成による森林内の環境と林床のネザ

サ類の生育形態との関係に関する研究は行われていない。 

 

5. 研究の構成 

 本研究では，熱海市近郊の山稜に分布するハコネダケ群落の過去の変遷から群落面積の

増減を明らかにし，さらにそれに関わる周辺の草原群落および森林群落との相互関係とハ

コネダケの生長動態を解明することを目的として以下の調査を行った。第Ⅱ章では，異な

る年代間の空中写真を比較し，判読した植生タイプについて植生調査により種組成を調べ

優占種ごとに群落単位を識別した後，調査対象地の現存植生図を作成し，異なる年代間で

オーバーレイさせてハコネダケ群落の面積増減について明らかにした。第Ⅲ章では，Ⅱ章

で識別した群落単位ごとにハコネダケ優占度と他の常緑植物種優占度を分析，比較し，さ

らに群落単位間の相対光強度と常緑植物の優占度についても比較を行い，常緑植物の優占

による光資源の減少がハコネダケの優占度に影響を及ぼしているかについて解明した。第

Ⅳ章では群落単位ごとにハコネダケの稈高および根元直径や地上部の現存量といったハコ

ネダケ個体群の平均的な生長動態の分析，評価を行い，ハコネダケの本種群落並びに周辺

植生におけるハコネダケ個体群の盛衰について明らかにした。第Ⅴ章では 2 年間における

各群落単位のハコネダケの新生，生残，枯死の割合について調べた。 
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1. 植生タイプの類別とハコネダケ群落動態の有無の確認 

1) はじめに 

 磯谷・石本（1999）は伊豆半島北西部のササ草原の分布変遷を調べるのに過去の 3 つの 

年代の空中写真を利用してササ草原の動態を明らかにしている。調査地のハコネダケ群落 

の動態を明らかにするためには，まず相観的な植生タイプとしての群落を調査することに 

なる。すなわち，ハコネダケ群落およびその周辺植生との植生遷移による相互変化を景観 

スケールから把握する必要があり，その最も有効な手法として磯谷・石本（1999）が用い 

た空中写真の利用があげられる。安田ほか（2007）は 2 つの年代の空中写真を用いて尾瀬 

ヶ原湿原周辺のチシマザサ群落が湿原の一部へ拡大し，湿原面積の減少要因となっている 

ことを明らかにしている。鳥居（1998）は西日本における竹林の分布拡大について空中写 

真の判読、比較によって調査，分析を行っている。これらの先行研究をはじめ，年代の異 

なる空中写真の判読，比較による分析は視覚的に大面積での植生変化をとらえるのに容易 

であるとともに研究対象とする植物の群落の盛衰を知る上で有効な手段であるといえる。 

ハコネダケ群落が磯谷・石本（1999）の先行研究同様に消長動態を示す場合，ススキな 

どの他の草本植物種の草原へ拡大する一方で森林群落への遷移により縮小する植生変化パ

ターンが見られる可能性が考えられる。他の草原植生への拡大の場合には，火入れや刈り

取りなどの人為的管理の停止によってハコネダケ群落が拡大したことが考えられ，森林群

落への遷移による縮小部分は成立した森林が落葉広葉樹林か常緑広葉樹林かによって現在

ハコネダケ群落が優占する地域が将来気候的極相による森林植生帯のうちどの森林帯に属

す可能性が高いのかを明らかにすることが可能である。また、スギ－ヒノキ植林による群

落面積の縮小の場合は土地利用変化を示すことになる。 

本研究では，ハコネダケ群落に対する植生遷移や人為的な改変の影響について最初に景

観スケールから明らかにすることを目的としてハコネダケ群落を空撮した異なる年代の空

中写真の判読，比較を行った。 

 

2) 方法 

 調査地を空撮した空中写真のうち，植生タイプを判読しやすいカラーの年代の写真を選

び，その中からハコネダケ群落の分布する山稜部を撮影したものを対象とした。そして，

カラー写真の中でも最古の 1976 年度のものと最新の 2005 年度のものを選び，ハコネダケ

群落および他の植生タイプであるススキ草原と広葉樹林とスギ－ヒノキ植林の各植生タイ

プがそろった函南原生林付近および東光寺付近の空中写真を判読、比較の対象とした。そ

して両付近の 1976 年と 2005 年の空中写真からそれぞれ植生タイプを判読した後両年度で

比較を行い約 30 年間の植生変化について分析した。 
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3) 結果 

 函南原生林付近（写真 1）においてはハコネダケ群落（緑色のカーペット状部分）が写真

中央のススキ草原（薄い肌色の部分）へ一部が拡大しているのが確認された。ハコネダケ

群落以外ではススキ草原中央が落葉低木林へと移行しているほか，左下は 2005 年時点では

畑地利用が行われていた。そして写真左上は 1976 年にはハコネダケ群落であった部分が

2005 年にはスギ－ヒノキ植林および落葉広葉樹林へ変化しており，その下の部分はハコネ

ダケ群落からスギ－ヒノキ植林へ移行していた。函南原生林付近ではススキ草原がハコネ

ダケ群落および低木林への遷移や畑地利用により縮小しており，一方でハコネダケ群落も

写真中央の部分はほとんど変化が見られないものの，左上の群落は落葉広葉樹林への遷移

やスギ－ヒノキ植林への移行によりほとんどが消失していた（写真 1）。 

 東光寺付近（写真 2）においては 2005 年時点で写真中央のハコネダケ群落や左下の造成

地がスギ－ヒノキ植林へと移行し，写真左上のハコネダケ群落が落葉広葉樹林へと遷移し

ているものの，写真中央の防火帯のススキ草原に隣接するハコネダケ群落や日金山頂上の

ススキ草原に隣接するハコネダケ群落はほとんど変化が見られなかった（写真 2）。 

 

   

写真 1：函南原生林付近（左：1976 年、右：2005 年） 

 

   
写真 2：東光寺付近（左：1976 年、右：2005 年） 
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2. 群落単位の識別とハコネダケ優占度の比較 

1) はじめに 

空中写真の判読、比較による植生分布の動態の解明を行った後は動態に関わる調査地の

植生の群落構造を明らかにし，消長部分の種組成および群落単位を解明することで遷移段

階における優占種の把握やそれらを識別種とする群落単位を明らかにすることが可能であ

る。ハコネダケ群落の場合，ススキ草原へ拡大した部分と約 30 年間持続した部分とで種組

成が異なるのかを把握することが可能である。小泉・遠山（1990）は箱根仙石原における

調査からススキ草原とハコネダケ群落との境界部分ではハコネダケ植被率が高くなるにし

たがい日陰を好む植物種が多くなりハコネダケ群落内ではほとんど他の植物種が見られな

くなることを報告している。宮脇ほか（1967）はハコネダケの純群落では地表に堆積した

リター層の影響で他の植物種の定着が阻害されてハコネダケが群落を維持することを報告

しており，小泉・遠山（1990）も同様に推察している。しかし，本章 1 の空中写真の判読

からハコネダケ群落も磯谷・石本（1999）の先行研究同様に森林群落へと遷移した部分が

確認されており，ハコネダケが遷移後も林床植生として優占しているのかあるいは衰退し

ているのかを明らかにすることはハコネダケの生活史戦略を解明する上で非常に重要と考

えられる。そのためには，空中写真の判読，比較により植生変化の有無を確認した部分お

よび周辺の森林群落において植生調査を行い種組成や高木から草本までの各階層などの群

落構造におけるハコネダケの出現や優占度を明らかにする必要がある。 

高岡（1993）は北海道北部の宗谷丘陵を空撮した古い年代の空中写真の判読を行い，判

読した植生タイプごとに現地で植生調査を行い風衝の影響を受ける丘陵上部でササ草原が

維持され谷地ではダケカンバの二次林が成立していることを明らかにしている。磯谷・石

本（1999）はササ草原の分布変遷を明らかにするため，異なる年代ごとの空中写真の判読，

比較を行い，同草原の植生変化を抽出している。同様の方法で安田ほか（2007）が尾瀬ヶ

原を対象として 2 つの撮影年度の同写真の比較から尾瀬ヶ原の高層湿原に他の植生への変

化部分が多く確認され，現地における植生調査から同部分はハイマツの湿原への侵入なら

びに周辺のチシマザサ群落の拡大によることを明らかにしている。鎌田・中越（1990）は

中国地方の中山間地におけるアカマツ－コナラ二次林を対象として異なる年代間で同写真

を判読，比較し，アカマツ林が減少している一方でコナラ林の占める割合が増加し，さら

に現地における植生調査から同じアカマツ林でも過去の利用履歴の違いにより林床のチュ

ウゴクザサの優占度が異なることを報告している。 

本研究では空中写真の判読，比較からハコネダケ群落の変化の有無を確認した場所およ

び周辺の森林群落において植生調査を行い，ハコネダケ群落の消長動態に関わる群落構造

やハコネダケが出現した植生の群落単位を識別することを目的として調査を行った。 
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2) 方法 

ハコネダケ群落の本章 1 の空中写真の判読，比較からススキ草原へ拡大した場所と約 30

年間持続していた場所およびハコネダケ群落から遷移した落葉広葉樹林とハコネダケ群落

周辺のススキ草原や函南原生林などの高木林において Braun-Blanquet（1964）のスカラ

ーによる植物社会学的植生調査を実施し，調査地点ごとの出現した植物種の被度および群

度を大きい方から 5, 4, 3, 2 ,1, +の階級別に記録した。森林群落における高木層～草本層の

うち，ハコネダケは低木層に含んだ。同調査から得た資料を基に調査地の植生タイプをそ

れぞれの優占種ごとに群落単位として識別し，さらに群落内の特定の植物種群により区分

される場合には特に優占度の高い種名をとって群単位で下位単位区分を行った。群単位で

も同様の区分ができる場合には小群として下位区分を行った。なお，スギ－ヒノキ植林に

ついては人為的な刈り取りなどの管理がなされているために対象外とした。 

 

3) 結果 

選定した調査地点において識別した植生単位は以下の通りである。 

 

(1) トダシバ－ススキ群落 

東光寺付近の山稜防火帯や高圧送電線の管理路沿いに成立・分布するススキ草原は，ト

ダシバ，メドハギ，ノコンギク，オトコヨモギ，チドメグサ，ノガリヤス，ツリガネニン

ジン，マツムシソウ，フラサバソウを区分種とするトダシバ－ススキ群落に分類された（表

1, 表 2）。 

本群落はその下位単位としてイズコゴメグサ，キジムシロ，サケバヒヨドリ，センブリ，

マルバヤハズソウを区分種とするイズコゴメグサ群とチダケサシ，オミナエシ，ヤハズソ

ウ，シシウドを区分種とするチダケサシ群に区分された（Table 1）。なお，イズコゴメグサ

群では被度が 1～2，群度が 2～3 で，チダケサシ群では被度が+～2，群度が 2 でハコネダ

ケが出現していた（表 1）。 

このトダシバ－ススキ群落は毎年秋季に刈取り管理が行われていることもあり，相観的

にススキ草原の状態が過去 30年間維持されていることが空中写真の判読からも確認されて

いる．しかし，群落内には比較的高被度で丈の低いハコネダケが混生していることから，

刈取り管理が停止されれば，1～2 年でハコネダケ群落に移行すると考えられた。 

 

(2) オカトラノオ－ススキ群落 

函南原生林付近の平坦な山稜の一部は高海抜（840m）ながら最近まで耕作地として利用

されていたが，耕作が放棄されたため現在はススキ草原になったことが，空中写真で判読

された。この耕作放棄地に成立したススキ草原は，オカトラノオ，モミジイチゴ，ガマズ

ミ，リンドウを区分種とするオカトラノオ－ススキ群落に分類された（表 1, 表 3）。 

なお，オカトラノオ－ススキ群落にはハコネダケは出現しなかったが，その理由として，
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周囲に生育するハコネダケの地下茎が放棄されて間もない畑地にまだ侵入してきていない

ためと考えられた。 

 

(3) ハコネダケ群落 

ハコネダケ群落は相観的にも本群落を特徴づけているハコネダケ 1 種を識別種として分

類された（表 1, 表 4）。 

本群落の調査地は撮影年の異なる 2 枚の空中写真の比較判読から，いずれの写真におい

てもハコネダケ群落であった箇所と，1976 年当時はススキ草原であったところが，2005

年にはハコネダケ群落に変わった箇所が選定された。両調査地のハコネダケ群落を見ると

前者の植生高は 2m～4m，後者の植生高は 1m～2mであった。本論では，種組成からでは

識別・分類できないが明らかに群落高の異なるハコネダケ群落の生育形態と写真判読から，

前者を持続相，後者を先駆相として区分した。 

ハコネダケ群落の持続相の地表には 9.5～14 ㎝の厚さでハコネダケの落葉層が堆積して

いた．これは，地表に堆積した落葉層により他の植物種の実生の定着が阻害されることで

ハコネダケの純群落が持続するとの説（宮脇・大場・村瀬 1967; 小泉・遠山 1990）を支持

するものと考えられた。 

 

(4) ニシキウツギ－リョウブ群落 

ハコネダケ群落に隣接し，先駆性の落葉低木と常緑低木が混生する雑木林の一部はニシ

キウツギ，リョウブ，エゴノキ，マメザクラの種組成により識別されるニシキウツギ－リ

ョウブ群落に分類された（表 1, 表 5）。本群落はさらに，特定の区分種をもたない典型群と，

アセビ，マユミ，オオバウマノスズクサを区分種とするアセビ群に下位区分された（表 1, 表

5）。 

本群落の平均植生高は，典型群で 8.5m 前後であり，アセビ群で 7.3m 前後であった。本

群落の下層にはハコネダケが生育するが，典型群では被度 3～5，群度 4～5 と比較的高い被

度・群度で出現していたのに対し，アセビ群では被度 2～4，群度 3～4 とやや低い被度・群

度で出現していた（表 1, 表 5）。本群落の分布域をみると，典型群は平均海抜高が 770m 前

後の急斜面に，アセビ群は東光寺付近の平均海抜高が 700m 前後の山稜部のやや急な斜面

に分布していた。 

ニシキウツギ－リョウブ群落を分類した調査地は撮影年の異なる 2 枚の空中写真の比較

判読から，いずれの写真においても雑木林であった箇所と，1976 年当時はハコネダケ群落

であったところが，2005 年には雑木林に変わった箇所が選定された。これらの調査地と下

位単位の対応関係をみると，典型群は，2005 年までに雑木林になった箇所であり，アセビ

群は過去 30 年間雑木林の状態であった箇所であった。このことから，典型群はハコネダケ

群落から雑木林に移行して間もない先駆的林分であり，アセビ群は 30 年以上雑木林の状態

が維持された持続相と考えられた。 



12 

(5) スズダケ－ブナ群落 

函南原生林を中心として海抜 700m 以上の山稜に分布する自然性の落葉広葉樹林のブナ

林は，ブナ 1 種を区分種としてスズタケ－ブナ群落に分類された（表 1, 表 6）。本群落はさ

らに，海抜 700m～750mの範囲に分布する林分で，イヌシデ，キヅタを区分種とするイヌ

シデ群と，海抜 750m～900m の範囲に分布する林分で，アブラチャン，ツクバネウツギ，

サワフタギを区分種とするアブラチャン群に下位区分された（表 1, 表 6）。イヌシデ群はさ

らに特定の区分種をもたない典型小群と，ウラジロガシとコケ植物のカモジゴケを区分種

とするウラジロガシ小群に下位区分された。また，アブラチャン群は特定の区分種をもた

ない典型小群と，カジカエデ，マルバフユイチゴ，コブシとコケ植物のツヤゴケを区分種

とするカジカエデ小群に下位区分された。 

本群落の林床にはハコネダケがササ類のスズタケと混生するが，イヌシデ群の典型小群

では被度+～2，群度 2～3，ウラジロガシ小群では被度+，群度 2 とハコネダケは低い被度

で出現した（表 1, 表 6）。一方，アブラチャン群の典型小群では被度 2～3，群度 3～4，カ

ジカエデ小群では被度 5，群度 4 とハコネダケは比較的高い被度・群度で出現した（表 1, 表

6）。このようにイヌシデ群より高標高域に分布するアブラチャン群においてハコネダケの

被度・群度が高くなる理由を種組成構造の解析からは説明できなかった。 

 

(6) イヌガシ－アカガシ群落 

函南原生林を中心として海抜 600m～800mの山稜に分布する自然性の常緑広葉樹林のア

カガシ林は，アカガシ 1 種を区分種としてイヌガシ－アカガシ群落に分類された（表 1, 表

7）。本群落はさらに，函南原生林下部の海抜 600m～650mの範囲に分布する林分で，イヌ

ガシ，ヒサカキを区分種とするイヌガシ群と，函南原生林上部の海抜 750m 前後の高標高

域に分布する林分で，ブナ，スズタケ，ツルマサキを区分種とするブナ群に下位区分され

た（表 1, 表 7）。イヌガシ群はさらに，特定の区分種をもたない典型小群とシラキ，イタヤ

カエデ，コバノガマズミを区分種とするシラキ小群に下位区分された（表 1, 表 7）。 

本群落の林床にはハコネダケが分布するが，イヌガシ群の典型小群では被度+，群度 2，

シラキ小群では被度+～1，群度 2，また，ブナ群では被度+～3，群度 2～3 と全般に低い被

度で出現した（表 1, 表 7）。このようにイヌガシ－アカガシ群落の林床においてハコネダケ

の被度が低い理由として，林冠部を覆う常緑広葉樹のアカガシが日光を遮断庇陰し十分な

光が届かないたため生育が阻害されたと考えられた。 
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表 1：識別した各群落とその下位区分単位常在度表（カッコ内数字と+は被度） 

A：トダシバ－ススキ群落           B：オカトラノオ－ススキ群落 

 A1：イズコゴメグサ群 

A2：チダケサシ群 

C：ハコネダケ群落（先駆相と持続相を含む）  D：ニシキウツギ－リョウブ群落 

                        D1：典型群（先駆相） 

                        D2：アセビ群（持続相） 

E：スズダケ－ブナ群落            F：イヌガシ－アカガシ群落 

 E1：イヌシデ群                 F1：イヌガシ群 

  E1a：典型小群                  F1a：典型小群 

  E1b：ウラジロガシ小群              F1b：シラキ小群 

 E2：アブラチャン群               F2：ブナ群 

  E2 a：典型小群 

  E2 b：カジカエデ小群 

 

通し番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 11 10 12 13

群落単位区分 B C F

下位単位区分 A1 A2 D1 D2 F2
下位単位区分 E1a E1b E2a E2b F1a F1b

平均海抜高（m） 688.3 690 840 775.42 766.25 702.5 765 690 752.5 875 635 618.3 763.3
調査区数 4 3 1 12 4 6 2 2 2 3 2 3 3
出現種数 36 52 21 26 26 46 28 30 37 54 36 40 42

群集標徴区分種

ススキ 4 (3-5) 3 (5) 1 (5) + (5) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
トダシバ 4 (3-5) 3 (2) 1 (1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ノガリヤス 3 (+-1) 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
メドハギ 3 (+) 2 (+) ・ + (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ノコンギク 3 (+) 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
チドメグサ 3 (+) 1 (+) ・ + (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

亜群集区分種
イズコゴメグサ 4 (+-1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
キジムシロ 4 (+) ・ ・ + (1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
サケバヒヨドリ 3 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
亜群集区分種
チダケサシ ・ 3 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
オミナエシ ・ 2 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
群落区分種

オカトラノオ ・ 1 (+) 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
モミジイチゴ ・ ・ 1 (4) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

群落区分種

ハコネダケ 4 (1-2) 3 (+-2) ・ V (2-5) 4 (3-5) V (2-4) 2 (+-2) 2 (+) 2 (2-3) 3 (5) 2 (+) 3 (+-1) 3 (+-3)

群落区分種

エゴノキ ・ ・ ・ + (1) 4 (2-3) IV (1-2) ・ ・ 1 (1) 1 (1) 1 (1) 1 (1)
リョウブ ・ ・ ・ ・ 4 (1-3) IV (1-2) ・ ・ 2 (1-2) 3 (+-1) 2 (1) ・ 2 (1)
マメザクラ ・ ・ ・ ・ 4 (1-2) IV (1-2) ・ ・ 2 (+) 2 (+-1) ・ ・ 2 (1)
ニシキウツギ 2 (+-1) 3 (+-1) 1 (+) I (+-1) 3 (1-2) IV (1-2) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

群区分種
アセビ ・ ・ ・ ・ ・ V (2-5) ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 (2-3)
マユミ ・ ・ ・ ・ 1 (1) IV (1-2) ・ ・ ・ 1 (+) ・ ・ 1 (+)
オオバウマノスズクサ ・ ・ ・ ・ 1 (+) IV　(+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
群落区分種

ブナ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 (5) 2 (5) 2 (4) 3 (3-4) ・ 1 (2) 3 (2-3)

群区分種
イヌシデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 (1-2) 2 (1-2) ・ ・ ・ ・ ・
キヅタ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+) 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・
小群区分種
ウラジロガシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 (1-2) ・ ・ 1 (1) 3 (1-2) ・
カモジゴケ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 (+) ・ ・ ・ ・ ・
群区分種
アブラチャン ・ ・ ・ ・ 3 (1-2) II (+-2) ・ ・ 2 (2) 3 (1) ・ ・ 3 (+-1)
ツクバネウツギ ・ ・ ・ + (+) ・ II (+-1) 1 (+) ・ 1 (+) 3 (1) ・ ・ ・
サワフタギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (1) 3 (+-2) ・ 2 (+) ・
小群区分種
カジカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 (1-2) ・ ・ ・
マルバフユイチゴ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 (+-2) ・ ・ ・
ツヤゴケ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 (+-1) ・ ・ ・
群落区分種

アカガシ ・ ・ ・ ・ 2 (2-4) II (+-1) 2 (3) 2 (2) 2 (1-2) 2 (1-2) 2 (4) 3 (3-5) 3 (3-5)

群区分種
イヌガシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 (1) 2 (2) ・ ・ 2 (3) 3 (1-2) ・
ヒサカキ ・ ・ ・ ・ 1 (1) II (+-1) ・ ・ ・ ・ 2 (1-2) 3 (+-1) ・
小群区分種
シラキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (1) 2 (1) 2 (+-2) ・ ・ 3 (1) ・
イタヤカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 (1) ・ ・ 3 (1) ・
コバノガマズミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 (+) ・ ・ 3 (+) ・
群区分種
スズタケ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+) 2 (+-1) 2 (1-2) 2 (4-5) 2 (+-2) ・ 1 (+) 3 (1-4)
ツルマサキ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+) 1 (+) 1 (+) 2 (+-2) 2 (+) ・ 1 (+) 3 (+)

A D E
E1 E2 F1
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表 2：ススキ群落常在度表 (1) 

イズコゴメグサ群 チダケサシ群

平均海抜高（m） 688 690
調査区数 4 3
出現種数 40 51
群集標徴区分種
ススキ 4 (3-5) 3 (5)
トダシバ 4 (3-5) 3 (2)
オトコヨモギ 2 (+) 2 (+-1)
チドメグサ 3 (+) 1 (+)
ノガリヤス 3 (+-1) 1 (+)
ツリガネニンジン 2 (+) 2 (+)
マツムシソウ 2 (1-2) 1 (2)
フラサバソウ 1 (+) 1 (2)
亜群集区分種
イズコゴメグサ 4 (+-1) ・
キジムシロ 4 (+) ・
サケバヒヨドリ 3 (+) ・
センブリ 2 (+) ・
マルバヤハズソウ 2 (+) ・
亜群集区分種
チダケサシ ・ 3 (+)
オミナエシ ・ 2 (+)
ヤハズソウ ・ 2 (+)
シシウド ・ 2 (+)
その他の種
ハコネダケ 4 (1-2) 3 (+-2)

トダシバ－ススキ群落

  

               ハコネダケが矮性で出現（写真中央：イズコゴメグサ） 

 

 

表 3：ススキ群落常在度表 (2) 

ｵｶﾄﾗﾉｵ-ｽｽｷ群落

平均海抜高（m） 840

調査区数 1
出現種数 50
群落区分種
オカトラノオ 1 (+)
モミジイチゴ 1 (4)
ガマズミ 1 (+)
リンドウ 1 (+)
その他の種
ススキ 1 (5)
トダシバ 1 (1)
ハコネダケ ・   

         ハコネダケの侵入なし。 
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表 4：ハコネダケ群落常在度表 

群落 ハコネダケ群落

平均海抜高（m） 775
調査区数 12
出現種数 40
群落区分種
ハコネダケ V (2-5)
その他の種
イヌツゲ I (1)
ニシキウツギ I (+-1)
サルトリイバラ I (+)   

下位区分するための識別種群なし。     群落地表には落葉が堆積。 

 

 

表 5：ニシキウツギ－リョウブ群落常在度表 

小群 典型群 アセビ群

平均海抜高（m） 766 703

調査区数 4 6
出現種数 44 47
群落区分種
エゴノキ 4 (2-3) IV (1-2)
マメザクラ 4 (1-2) IV (1-2)
ニシキウツギ 3 (1-2) IV (1-2)
リョウブ 4 (1-3) IV (1-2)
マユミ 1 (1) IV (1-2)
タンナサワフタギ 2 (+-1) III (+-2)
アブラチャン 3 (1-2) II (+-2)
群区分種
アセビ ・ V (2-5)
シロダモ 1 (+) V (+-1)
イヌガヤ 1 (+) V (+-1)
ヤマボウシ ・ IV (1-2)
ハコネダケ 4 (3-5) V (2-4)

ニシキウツギ－リョウブ群落
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表 6：スズダケ－ブナ群落常在度表 

群落

群

小群 典型小群 ウラジロガシ小群 典型小群 カジカエデ小群

平均海抜高（m） 765 690 753 875
調査区数 2 2 2 3
出現種数 38 49 58 108
群落区分種
ブナ 2 (5) 2 (5) 2 (4) 3 (3-4)
群区分種
イヌシデ 2 (1-2) 2 (1-2) ・ ・
アオキ 2 (1) 2 (1-2) 1 (1) ・
イヌガシ 2 (1) 2 (2) ・ ・
シロダモ 2 (1) ・ ・ ・
キヅタ 1 (+) 1 (+) ・ ・
小群区分種
ウラジロガシ ・ 2 (1-2) ・ ・
ヤブニッケイ ・ 2 (+) ・ ・
カモジゴケ ・ 2 (+) ・ ・
群区分種
アブラチャン ・ ・ 2 (2) 3 (1)
ヤマボウシ ・ ・ 2 (1) 3 (1)
リョウブ ・ ・ 2 (1-2) 3 (+-1)
ツクバネウツギ 1 (+) ・ 1 (+) 3 (1)
アカシデ ・ ・ 2 (1) 2 (1-2)
サワフタギ ・ ・ 1 (1) 3 (+-2)
マメザクラ ・ ・ 2 (+) 2 (+-1)
ミヤマイボタ ・ ・ 1 (+) 3 (+)
カマツカ ・ ・ 2 (+-1) 2 (+)
小群区分種
カジカエデ ・ ・ ・ 3 (1-2)
ゴトウヅル ・ ・ ・ 3 (+)
オオカサゴケ ・ ・ ・ 3 (+)
ミヤマカンスゲ ・ ・ ・ 3 (+)
ツヤゴケ ・ ・ ・ 3 (+-1)
マルバフユイチゴ ・ ・ ・ 3 (+-2)
コブシ ・ ・ ・ 2 (+-2)
ハコネダケ 2 (+-2) 2 (+) 2 (2-3) 3 (5)
スズダケ 2 +-1 2 1-2 2 4-5 2 +-2

スズダケ－ブナ群落

イヌシデ群 アブラチャン群

  

 

 

表 7：イヌガシ－アカガシ群落常在度表 

群落 イヌガシ－アカガシ群落

群 ブナ群

小群 典型小群 シラキ小群

平均海抜高（m） 635 618 763
調査区数 2 3 3
出現種数 51 60 51
群落区分種
アカガシ 2 (4) 3 (3-5) 3 (3-5)
群区分種
イヌガシ 2 (3) 3 (1-2) ・
ヒサカキ 2 (1-2) 3 (+-1) ・
ヒメシャラ 2 (1-2) 3 (1) ・
ウラジロガシ 1 (1) 3 (1-2) ・
ヒイラギ 1 (+) 3 (+) ・
カンアオイ 1 (+) 2 (+-1) ・
ミツバアケビ 2 (+) 1 (+) ・
小群区分種
シラキ ・ 3 (1) ・
イタヤカエデ ・ 3 (1) ・
コバノガマズミ ・ 3 (+) ・
サワフタギ ・ 2 (+) ・
ヤマカモメヅル ・ 2 (+) ・
群区分種
ブナ ・ 1 (2) 3 (2-3)
スズタケ ・ 1 (+) 3 (1-4)
ツルマサキ ・ 1 (+) 3 (+)
ハコネダケ 2 (+) 3 (+-1) 3 (+-3)

イヌガシ群
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3. 識別した群落の相互変化におけるハコネダケ群落面積の増減 

1) はじめに 

1 と 2 では，ハコネダケ群落の約 30 年間の消長動態とそれに関わる本種群落および周辺

植生の植物社会学的な群落構造を明らかにした。空中写真で判読した相観的な植生タイプ

を植生調査により群落単位として識別した後は，ハコネダケ群落と他の群落単位との相互

変化を景観スケールから明らかにする必要がある。そのためには空中写真の判読，比較結

果と植生調査による群落単位の識別結果を基に現存植生図を作成し，ハコネダケ群落の他

の群落単位との変化パターンを視覚的に把握することが有効である。 

 高岡（1993）および鎌田・中越（1990）は空中写真の判読と現地における植生調査の結

果から相観植生図を作成し，調査地の植生分布について分析を行っている。磯谷・石本

（1999）も空中写真の判読結果を基に各年代のササ草原の分布図を作成し比較を行ってい

る。しかし，植生調査により空中写真から判読した植生タイプを群落単位として識別し，

現存植生図を作成，比較した研究は行われていない。 

 本研究ではハコネダケ群落と他の群落単位との相互変化を明らかにすることを目的とし

て空中写真の判読，比較結果と植生調査の結果を基に 1976 年と 2005 年の現存植生図を作

成，両年で比較を行った。 

 

2) 方法 

国土地理院発行 1/2,5000 地形図の函南原生林付近と東光寺付近の拡大コピーに空中写真

から判読したハコネダケ群落および周辺植生を色鉛筆で塗り分け、各植生タイプを空中写

真および地形図中の植生調査を実施した地点において，当時の調査結果から識別した群落

単位とした。以上の方法で函南原生林付近と東光寺付近の拡大コピー各 2 枚から 1976 年と

2005 年の現存植生図を作成した。 

 

3) 結果 

 函南原生林付近では開放水域南部のハコネダケ群落がトダシバ－ススキ群落に侵入し

2005 年には面積を拡大させている一方で，北部ではニシキウツギ－リョウブ群落への遷移

により多くのハコネダケ群落が面積を縮小あるいは消滅させていることが明らかとなった

（図 1）。ニシキウツギ－リョウブ群落への遷移以外ではスギ－ヒノキ植林によるハコネダ

ケ群落の消失も多く見られた（図 1）。東光寺付近ではハコネダケ群落からスギ－ヒノキ植

林への移行による消失や北部でニシキウツギ－リョウブ群落への遷移による縮小がみられ

たものの、函南原生林付近ほど大きな変化は見られなかった（図 2）。 
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1976 年               2005 年 

図 1：函南原生林付近 

トダシバ－ススキ群落         スズダケ－ブナ群落 

ハコネダケ群落            イヌガシ－アカガシ群落 

ニシキウツギ－リョウブ群落      スギ－ヒノキ植林 

 

    

 

1976 年               2005 年 

図 2：東光寺付近 

トダシバ－ススキ群落         スズダケ－ブナ群落 

ハコネダケ群落            イヌガシ－アカガシ群落 

ニシキウツギ－リョウブ群落      スギ－ヒノキ植 

  造成地 
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4. 植生動態図の作成とハコネダケ群落増減の変化パターンの抽出 

1) はじめに 

現存植生図を作成した結果から，調査地のハコネダケ群落の面積増減のパターンには，

まず面積増加パターンとしてトダシバ－ススキ群落からハコネダケ群落への遷移が明らか

となり，面積の減少パターンとしてハコネダケ群落からニシキウツギ－リョウブ群落への

遷移パターンとハコネダケ群落からスギ－ヒノキ植林への移行パターンおよび造成地への

移行パターンが明らかとなった。函南原生林付近と東光寺付近の 1976 年と 2005 年の両年

代で比較すると函南原生林付近と東光寺付近ともハコネダケ群落が縮小していることが視

覚的に明らかであり，特に函南原生林付近ではニシキウツギ－リョウブ群落への遷移によ

る面積の減少が多く見られることがわかった。しかし，この時点ではハコネダケ群落の約

30 年間における面積の増減およびトダシバ－ススキ群落からハコネダケ群落への遷移とニ

シキウツギ－リョウブ群落への遷移，スギ－ヒノキ植林への移行および造成地への移行と

いった各変化パターンにおける増減面積の数値データについては明らかにされていない。 

本研究では函南原生林付近および東光寺付近の両地域におけるハコネダケ群落の面積増

減の割合を先に述べた植生変化と土地利用変遷の各変化パターンに着目して分析を行った。 

2) 方法 

 本章 1で作成した函南原生林付近および東光寺付近の 1976年と 2005年の現存植生図を

オーバーレイさせ，トレーシングペーパーにハコネダケ群落および周辺植生とスギ－ヒノ

キ植林の約 30年間持続部分とトダシバ－ススキ群落からの遷移による増加部分およびニシ

キウツギ－リョウブ群落への遷移による減少部分とスギ－ヒノキ植林および造成地への移

行による減少部分をそれぞれ異なる色で写し取り約 30 年間の植生動態図を作成した（図 3, 

図 4）。ハコネダケ群落の増加部分と減少部分の面積を算出するため，現存植生図のオーバ

ーレイにより作成した植生動態図に点格子板を覆い，増加部分，減少部分の点の数からそ

れぞれ面積を算出し，約 30 年間のハコネダケ群落の面積増減の割合を算出した。 

3) 結果 

函南原生林付近においては 1976年に 27 haあった面積が 2005年には 12 haに減少して

おり，群落面積の増減のパターンを見ると，ススキ群落からの遷移により 3 ha の増加が見

られたものの，ニシキウツギ－リョウブ群落への遷移により 6 ha，スギ－ヒノキ植林への

移行により 6.4 ha の減少が見られた（表 8）。東光寺付近においては 1976 年に 5 ha あった

面積が 2005 年には 1 ha に減少しており，ススキ群落からの遷移による増加部分はほとん

ど見られず，ニシキウツギ－リョウブ群落への遷移により 2 ha、スギ－ヒノキ植林への移

行により 1.3 ha，造成地への移行により 0.6 ha の面積が減少していた（表 8）。そして，両

付近を合計すると 1976 年に 32 ha あった面積が 2005 年には 13 ha に減少しており，スス

キ群落からの遷移で 3 ha の増加があったものの，ニシキウツギ－リョウブ群落への遷移に

より 8 ha，スギ－ヒノキ植林や造成地への移行による人為的土地利用により 7.13 ha 減少

しており，約 30 年間でおよそ 19 ha の面積が減少した結果となった。 
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図 3：ハコネダケ群落面積の増減（函南原生林付近） 

 

 ススキ群落→ハコネダケ群落 

 ハコネダケ群落→ニシキウツギ－リョウブ群落 

 ハコネダケ群落→スギ－ヒノキ植林 

  ハコネダケ群落として約 30 年間持続した部分 
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0 200m 

N 



21 

 

図 4：ハコネダケ群落面積の増減（東光寺付近） 

 

 ハコネダケ群落→ニシキウツギ－リョウブ群落 

 ハコネダケ群落→スギ－ヒノキ植林 

  ハコネダケ群落として約 30 年間持続した部分 

卍  東光寺 
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表 8：ハコネダケ群落面積の増減割合 

 

函南原生林付近 

ハコネダケ群落面積（ha）
1976 2005
27 12

面積の増加部分
ススキ群落→ハコネダケ群落 +3

面積の減少部分
ハコネダケ群落→ニシキウツギ－リョウブ群落 -6
ハコネダケ群落→スギ－ヒノキ植林 -6.4  

 

東光寺付近 

ハコネダケ群落面積（ha）
1976 2005

5 1

面積の増加部分
ススキ群落→ハコネダケ群落 -

面積の減少部分
ハコネダケ群落→ニシキウツギ－リョウブ群落 -2
ハコネダケ群落→スギ－ヒノキ植林 -1.3
ハコネダケ群落→造成地 -0.6  
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4. 考察 

本章の調査結果から，ハコネダケ群落はススキ群落へと拡大する一方でニシキウツギ－

リョウブ群落の典型群への遷移やスギ－ヒノキ植林への移行により約 30年間で面積を減少

させていることが明らかとなったが，いずれも火入れや刈り取り管理の停止ならびに植林

といった人為的な影響が大きいと考えられる。東光寺付近の山稜防火帯で識別されたトダ

シバ－ススキ群落は刈り取りによりハコネダケの生長が抑制されているものの、刈り取り

を停止すればハコネダケ群落へと移行するものと考えられ，函南原生林付近で識別された

畑作放棄地のオカトラノオ－ススキ群落も 3 年が経過すればハコネダケが侵入してハコネ

ダケ群落へと移行することが考えられる。一方で，ハコネダケ群落と森林が接する急斜面

部分ではニシキウツギ－リョウブ群落の典型群への遷移が多く確認されており，宮脇ほか

（1967）および小泉・遠山（1990）はハコネダケ群落の地表面の落葉層が他の植物実生の

定着を阻害していることを指摘しており，刈り取りなどの管理が放棄されたハコネダケ群

落のうち森林に近い斜面地では落葉層が流出しやすいために樹木実生が侵入して森林へと

遷移しやすいと考えられた。 

 植生調査の結果においてはハコネダケ群落を含む識別した各群落とその下位区分単位に

おいてオカトラノオ－ススキ群落以外全ての群落でハコネダケの出現が確認され，ハコネ

ダケ群落から遷移したニシキウツギ－リョウブ群落の典型群以外の約 30年間森林として持

続していた群落にもハコネダケが出現していたことから，ハコネダケは他のメダケ属やサ

サ属と同様に森林群落においても生育が可能であることが考えられた。特に，高木林の中

でハコネダケ群落に最も隣接するアブラチャン群のカジカエデ小群ではハコネダケが高い

被度で出現しており，森林が人為的な撹乱を受ける前から林床植生として生育していたと

考えられた。しかし，ニシキウツギ－リョウブ群落のアセビ群では典型群と比較してハコ

ネダケの被度が小さく，函南原生林のブナ群落のイヌシデ群とアカガシ群落ではハコネダ

ケ被度が極めて小さいため，ここではハコネダケは元々生育していたわけではなく，わず

かな地下茎などで侵入してきたことが考えられた。 

 現存植生図および植生動態図の作成，ハコネダケ群落面積の増減の分析から調査地のハ

コネダケ群落は約 30年間でニシキウツギ－リョウブ群落への遷移やスギ－ヒノキ植林や造

成地への移行により縮小傾向にあることが明らかとなったものの，第Ⅱ章の植生調査によ

りハコネダケ群落から遷移したニシキウツギ－リョウブ群落は群落構成種としてハコネダ

ケが高い被度で優占していることが明らかとなっており，ハコネダケ個体群自体は約 30 年

間における植生遷移系列においてもそのまま持続していると考えられる。 

第Ⅱ章および本章の結果から，調査地における植生遷移系列としてはトダシバ－ススキ

群落→ハコネダケ群落→ニシキウツギ－リョウブ群落典型群→ニシキウツギ－リョウブ群

落アセビ群→スズダケ－ブナ群落またはイヌガシ－アカガシ群落の順番が考えられるが約

30 年間ではトダシバ－ススキ群落からニシキウツギ－リョウブ群落典型群にいたる遷移が

部分的に見られ、ハコネダケ群落は面積を縮小させているものの，スズダケ－ブナ群落ま
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たはイヌガシ－アカガシ群落に至るような大きな変化はまだ見られないと考えられた。 

函南原生林付近の開放水域に隣接するハコネダケ群落は約 30年間で持続している部分が

多いが開放水域南部の大面積の群落は考えられる遷移系列初期で東光寺付近では刈り取り

管理によって維持されているトダシバ－ススキ群落に隣接しており，2005 年では畑地利用

が見られ，函南原生林付近では最もスギ－ヒノキ植林による面積の減少が見られたことか

ら，約 30 年間では開放水域の北部よりも人為的な管理がなされてそれにより群落の遷移が

遅くなった可能性が高いと考えられる。東光寺付近が函南原生林付近よりもハコネダケ群

落の変化がほとんど見られないのは熱海市街地に近いことや東光寺や観光地である十国峠

に近いことからより人為的な管理が及んでいることによると考えられた。 

本研究では，ハコネダケ群落が将来的にブナ－スズダケ群落もしくはイヌガシ－アカガ

シ群落のどちらに移行するのか，あるいは別の森林群落に移行するのかは解明できなかっ

た。しかし，調査地の植生地理学的な位置から森林群落への遷移に関しては将来の気候変

動により左右される可能性が高く，またハコネダケ群落の一部は高岡（1993）および井田・

中越（1994）の先行研究にもあるように風衝地では森林へ移行せずに群落を維持する可能

性も考えられた。 
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第Ⅲ章 

常緑植物とハコネダケの優占関係の分析と評価 
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1. はじめに 

第Ⅱ章ではハコネダケ群落がニシキウツギ－リョウブ群落典型群への遷移により約 30年

間で面積を縮小させていることが明らかとなったが，一方で遷移後のニシキウツギ－リョ

ウブ群落典型群においても高い被度で優占しており，ニシキウツギ－リョウブ群落の持続

相であるアセビ群をはじめ，高木林であるスズダケ－ブナ群落やイヌガシ－アカガシ群落

においても下位単位ごとに被度の差はあるものの出現していることが明らかとなった。そ

して群落単位の下位区分ごとにハコネダケ被度を比較すると，ニシキウツギ－リョウブ群

落では先駆相である典型群の方がアセビ群よりも高く，スズダケ－ブナ群落ではアブラチ

ャン群がイヌシデ群よりもハコネダケ被度が高いことが明らかとなり，イヌガシ－アカガ

シ群落ではハコネダケ被度が各群落単位中最も低い値となった。そして、ハコネダケ被度

が低かった群落単位では特にイヌガシ－アカガシ群落のようにハコネダケ以外の常緑木本

植物種の被度が高く，ニシキウツギ－リョウブ群落のアセビ群やスズダケ－ブナ群落のイ

ヌシデ群においても同様の結果が見られた。 

森林群落において上層木の林冠は下層に届く光を遮断することで林床の光量を抑制する

要因となり，特にイヌガシ－アカガシ群落を構成する常緑広葉樹など冬期でも葉群を維持

する樹種の優占する森林では林床群落の構成種は耐陰性のある常緑広葉低木が優占しやす

い。ハコネダケをはじめとするササ類も常緑植物であるものの，他の常緑植物が優占する

環境では林床における分布を拡大しにくいことが考えられる。小山・小川（1993）および

堀ほか（1998）の先行研究ではネザサ類が地下茎の貯蔵窒素の利用や生育形態の可塑性に

より光環境が制限されている森林内においても生育が可能なことや，齋藤ほか（2000）は

ブナ二次林におけるチマキザサが林冠ギャップ以外でも地下茎による栄養分の転流により

少ない個体を維持することが出来る可能性を示唆しているがこれらの先行研究は比較的光

量が多い落葉広葉二次林において行われたものであり，常緑広葉樹林において行われた研

究はまだない。Widmer (1998)は中米コスタリカの高地における常緑カシ類の原生林におい

て3種の chusquea属タケ類についてギャップと林冠下における生育形態の違いについて報

告しているが常緑植物被度の低い落葉広葉樹林との間における同じ種類のササおよびタケ

類の生育を比較した研究はまだ行われていない。 

本研究ではニシキウツギ－リョウブ群落のような先駆低木群落を含む森林群落において

ハコネダケと他の常緑植物群落との相互関係について明らかにする。 
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2 方法 

分類した群落単位のうち，林床にハコネダケの生育する群落の下位単位において，そこ

に生育するハコネダケ個体群と低木林や高木林の上層に生育する全ての常緑植物の被度

（総合優占度）を数値化し，両者を比較することで森林の上層を形成する常緑植物の葉群

による遮光が林床植生としてのハコネダケ個体群の成長に及ぼす影響を定量的に分析評価

した。さらに，群落および下位単位ごとに算出した両者の被度値をもとに，ハコネダケ個

体群と上層の常緑植物との間の関連性を統計的に分析評価した。 

なお，本研究で用いた被度の数値化の方法は先行研究（矢内ほか 2007）に従い，植生調

査で用いた Braun-Blanquet（1964）のスカラーである被度階級 5, 4, 3, 2, 1, +の各平均百分

率から求めた被度値階級 90, 60，40，15，3，1，に置き換え，以下の算定式（A）により

平均被度値を算出した。  

mCV ＝ ∑VE／N・・・・・（A） 

なお上記式（A）の mCVは任意の群落単位に含まれるある植物種（群）の平均被度値を，

∑VE は任意の群落単位におけるある植物種（群）の被度値の総和を，N は任意の群落単位

の調査区数を示している。 

 第Ⅱ章の植生調査と並行して森林群落において低木層のハコネダケ枝葉をかき分けて

から森林上層部の全天写真を撮影し、撮影画像を光強度解析ソフト「空と森」（小池 2005：

http://vegel.kan.ynu.ac.jp/soratomori/）によって解析して相対光強度（%）を森林群落の

下位区分ごとに算出した。なお，全天空写真の撮影は，林冠の葉が最大に展開する夏季（7

月～10 月）に行った．またその際，ハコネダケが映り込まないように枝払い処理を実施し

た。 

 開放地のハコネダケ群落および低木林や高木林の林床に分布するハコネダケ植分の成長

特性を解明するための統計解析は以下の通りである。すなわち、ハコネダケ植分と常緑植

物の被度値，および林床の光環境（林冠の開空度）の各パラメータの誤差グラフを作成し，

テューキーの HSD 検定（Tukey’s honestly significant difference test）およびセパレーシ

ョン（p<0.05）を行い，有意差のあるグループを明らかにした。さらに，換算式：[(ある測

定値－最小測定値)／(最大測定値－最小測定値)]×10+1により各測定値を 1～11に重み揃え

（大村 1985）し，この換算値を 1～4：I，5～7：II，8～11：III の 3 等級にカテゴリー化

することで各植生単位のハコネダケ被度値および常緑植物総被度値、開空度（%）を比較解

析した。 
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3 結果 

まず，ハコネダケ被度値を群落単位ごとに棒グラフ化した図では，ニシキウツギ－リョ

ウブ群落の典型群（先駆相）とスズダケ－ブナ群落のアブラチャン群カジカエデ小群がハ

コネダケ群落の先駆相および最盛相と同様に被度値が高く，テューキーの検定におけるグ

ルーピングでもハコネダケ群落両相と同じグループ分けで示された（図 4）。特に，スズダ

ケ－ブナ群落ではイヌシデ群で典型小群とウラジロガシ小群両方ともハコネダケ被度値が

小さく，アブラチャン群で被度値が大きい結果となった。ニシキウツギ－リョウブ群落に

おいても約 30年でハコネダケ群落から遷移した先駆相である典型群でハコネダケ被度値が

大きいのに対して持続相であるアセビ群でハコネダケ被度値が小さくなっていた。イヌガ

シ－アカガシ群落は 3 つの下位区分単位ともハコネダケ被度値が小さかった。 

次に常緑植物総被度値の棒グラフおよびテューキーの検定によるグルーピングではハコ

ネダケ被度値が高い群落単位で常緑植物総被度値が小さくなり，ハコネダケ被度値が小さ

い群落単位で常緑植物総被度値が大きくなっていた（図 5）。スズダケ－ブナ群落のイヌシ

デ群は典型とウラジロガシ両小群とも同じグルーピングとなったがイヌガシ－アカガシ群

落においては各群落単位中で最大の常緑植物総被度値であったが各小群は異なるグルーピ

ングであった。 

開空度においては，100%のハコネダケ群落両相以外ではニシキウツギ－リョウブ群落の

アセビ群が最大であり，同群落の典型群とスズダケ－ブナ群落のイヌシデ群およびアブラ

チャン群の典型小群，イヌガシ－アカガシ群落のブナ群がほぼ同じ大きさでグルーピング

も同じとなり，スズダケ－ブナ群落のイヌシデ群ウラジロガシ小群とアブラチャン群のカ

ジカエデ小群，イヌガシ－アカガシ群落のイヌガシ群典型小群とシラキ小群両方で最小の

値であり同じグルーピングとなった（図 6）。 
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図 4：ハコネダケ被度値誤差グラフ 

C1：ハコネダケ群落（先駆相）    D：ニシキウツギ－リョウブ群落 

C2：ハコネダケ群落（最盛相）    D1：典型群（先駆相） 

D2：アセビ群（持続相） 

E：スズダケ－ブナ群落       F：イヌガシ－アカガシ群落 

   E1：イヌシデ群          F1：イヌガシ群 

   E1a：典型小群           F1a：典型小群 

   E1b：ウラジロガシ小群       F1b：シラキ小群 

   E2：アブラチャン群        F2：ブナ群 

   E2 a：典型小群 

   E2 b：カジカエデ小群 
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図 5：常緑植物総被度値誤差グラフ 

C1：ハコネダケ群落（先駆相）    D：ニシキウツギ－リョウブ群落 

C2：ハコネダケ群落（最盛相）    D1：典型群（先駆相） 

D2：アセビ群（持続相） 

E：スズダケ－ブナ群落       F：イヌガシ－アカガシ群落 

   E1：イヌシデ群          F1：イヌガシ群 

   E1a：典型小群           F1a：典型小群 

   E1b：ウラジロガシ小群       F1b：シラキ小群 

   E2：アブラチャン群        F2：ブナ群 

   E2 a：典型小群 

   E2 b：カジカエデ小群 
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図 6：開空度 

C1：ハコネダケ群落（先駆相）    D：ニシキウツギ－リョウブ群落 

C2：ハコネダケ群落（最盛相）    D1：典型群（先駆相） 

D2：アセビ群（持続相） 

E：スズダケ－ブナ群落       F：イヌガシ－アカガシ群落 

   E1：イヌシデ群          F1：イヌガシ群 

   E1a：典型小群           F1a：典型小群 

   E1b：ウラジロガシ小群       F1b：シラキ小群 

   E2：アブラチャン群        F2：ブナ群 

   E2 a：典型小群 

   E2 b：カジカエデ小群 
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Ⅱ章で識別した群落単位の下位区分ごとのハコネダケ被度値および常緑植物総被度値と

開空度を 1～11 の数値に重み揃えてⅠ～Ⅲまでの 3 等級にカテゴリー化した結果を表 9 に

示す。ハコネダケ被度値と常緑植物総被度値については図 4, 5 とほぼ同様であるが，開空

度においては重み揃えた数値は図 6 とほぼ同様であるものの，Ⅰ～Ⅲまでの等級ではハコ

ネダケ群落の Ca の先駆相と Cb の最盛相のみがⅢで，ニシキウツギ－リョウブ群落からイ

ヌガシ－アカガシ群落までの全てがⅠのカテゴリーとなった（表 9）。 

 

表 9：各群落の下位単位におけるハコネダケと常緑植物の総被度値および開空度 

  （アルファベットは有意差があることを示す(Tukey's HSD test. P<0.05)。測定値は、 

   1～11 に重み揃えされ，さらにそれらは I～III の等級に類別された。） 

 

C1：ハコネダケ群落（先駆相）    D：ニシキウツギ－リョウブ群落 

C2：ハコネダケ群落（最盛相）    D1：典型群（先駆相） 

D2：アセビ群（持続相） 

 

E：スズダケ－ブナ群落        F：イヌガシ－アカガシ群落 

   E1：イヌシデ群           F1：イヌガシ群 

    E1a：典型小群           F1a：典型小群 

    E1b：ウラジロガシ小群       F1b：シラキ小群 

   E2：アブラチャン群         F2：ブナ群 

    E2 a：典型小群 

    E2 b：カジカエデ小群 

 

        ハコネダケ被度値   常緑植物総被度値      開空度（%） 

Ca   (90.0) d 11  III (0.0) a 1  I (100.0) c 11  III 

Cb   (90.0) d 11  III (0.0) a 1  I (100.0) c 11  III 

D1   90.0±0.58 d 11  III 6.8±5.8 ab 1  I 16.5±2.50 ab 2  I 

D2   40.0±0.58 c 5  II 33.8±4.7 b 3  I 30.3±4.98 b 3  I 

E1a   1.3±0.33 a 1  I 81.3±0.3 c 6  II 17.2±0.04 ab 2  I 

E1b   1.3±0.33 a 1  I 68.7±0.3 c 5  II 7.7±0.04 a 1  I 

E2a   23.7±8.17 b 3  I 24.3±1.96 ab 3  I 25.7±0.15 ab 3  I 

E2b   90.8±0.60 d 11  III 11.8±3.5 ab 2  I 11.9±3.58 a 1  I 

F1a   2.0±0.58 a 1  I 161.3±6.2 e 11  III 9.9±0.85 a 1  I 

F1b   2.5±0.65 a 1  I 100.8±15.5 cd 7  II 11.3±2.15 a 1  I 

F2   2.7±0.88 a 1  I 126.3±12.0 de 9  III 20.8±8.36 ab 2  I 
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4. 考察 

 本章では，森林高木層から低木層における常緑植物の優占による開空度の低下がハコネ

ダケ個体群の優占に及ぼす影響について群落の下位区分レベルで比較，分析を行った。そ

の結果としてハコネダケ被度値が小さいほど常緑植物総被度値が増大する傾向にあり，や

はりハコネダケ群落からニシキウツギ－リョウブ群落への移行後および周辺森林群落にお

ける常緑植物の優占はハコネダケの繁殖の抑制要因となっているものと考えられた。しか

し，開空度においては，常緑植物総被度値が大きいイヌガシ－アカガシ群落で低下してい

るものの，ニシキウツギ－リョウブ群落のアセビ群は常緑植物総被度値が大きくハコネダ

ケ被度値が小さいが開空度は典型群よりも高かった。さらに，スズダケ－ブナ群落のアブ

ラチャン群カジカエデ小群のように常緑植物総被度値が極めて小さいが開空度も低い下位

区分単位も確認され，本小群におけるハコネダケ被度値はハコネダケ群落およびニシキウ

ツギ－リョウブ群落の典型群と同様に各群落下位区分単位中最大であった。一方で，同じ

スズダケ－ブナ群落のアブラチャン群である典型小群では開空度がカジカエデ小群よりも

やや高く，常緑植物総被度値もやや大きいが下位区分単位中では小さく，林床のハコネダ

ケが優占しやすい条件と思われるもののハコネダケ被度値はカジカエデ小群より小さくな

っていた。 

 ニシキウツギ－リョウブ群落において常緑植物総被度値が大きいアセビ群で開空度が高

くなったのは同群が東光寺付近の南斜面に位置していることが要因の一つとして考えられ

る。本地域の南斜面は沿岸部の熱海市街地に向かう斜面となっており，他の調査地点と比

較して太陽光が当たりやすい地形条件となっていることが挙げられる。アセビ群では夏季

には常緑林冠のギャップから光が入るものの，冬季にはそれほど光は入らず，常緑林冠の

被陰作用が増してハコネダケの優占が抑えられると考えられる。スズダケ－ブナ群落のア

ブラチャン群の場合はハコネダケ被度値が高いカジカエデ小群が開放水域を囲む北向き斜

面に位置しており，太陽光が背後の南斜面で遮られ，夏季においてはブナの林冠葉群が光

量を抑制するため常緑植物総被度値が小さくとも開空度が低くなることが考えられる。し

かし，冬季にはブナの林冠葉群が落葉しているため，ハコネダケはこの時の光により光合

成を行い繁殖することで林床に優占していることが考えられる。典型小群においてはやは

り北斜面であることや付近に富士箱根ランドの建物が存在することから，それらの被陰効

果によりハコネダケの繁殖が抑制されていることが考えられた。 
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第Ⅳ章 

各群落単位におけるハコネダケ個体群の変動と生育形態の

変化 
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1. はじめに 

これまでの調査から、約 30 年間におけるトダシバ－ススキ群落→ハコネダケ群落→ニシ

キウツギ－リョウブ群落といった植生遷移系列上の群落動態およびハコネダケ群落がニシ

キウツギ－リョウブ群落への遷移やスギ－ヒノキ植林への移行により面積を縮小させてい

ること，一方でニシキウツギ－リョウブ群落への遷移後もハコネダケは個体群を林床植生

として持続させていることや近隣の森林群落において他の常緑植物が優占する場所では個

体群の優占度が低下していることを明らかにした。しかし植物社会におけるハコネダケ個

体群の動態を明らかにするには景観スケールにおける群落動態や他の植物種群との相互作

用による優占度を解明するだけではなく，本種群落高や現存量およびそれらに関連した生

育形態を明らかにする必要がある。 

西條（1990）は中部日本の山地に群生するクマイザサについて，林冠がうっ閉する天然

林および伐採跡地の個体群を稈密度や地上部現存量、平均稈長といった生長指標から比較，

分析を行い森林と伐採跡地ではササが異なる生育形態を示していることを明らかにしてい

る。これ以外にもⅠ章で述べた小山・小川（1993）や堀ほか（1998）の先行研究で報告さ

れている森林における生存戦略を考慮すればハコネダケが本種群落の動態において各群落

単位間の優占度のみならず平均稈高や現存量といった生育状況においても大きな違いが見

られる可能性が考えられる。 

ハコネダケ個体群の平均生長量を決定づける要因として各群落単位における上層の光量

が考えられるが，それについては第Ⅲ章の 2 で明らかにしたように，ニシキウツギ－リョ

ウブ群落の典型群やイヌガシ－アカガシ群落のイヌガシ群のように相対光強度と常緑植物

総被度値との相互作用が明確に現れた群落もあればニシキウツギ－リョウブ群落のアセビ

群やイヌガシ－アカガシ群落のブナ群のように相対光強度と常緑植物総被度値との相互関

係が明確ではなかった群落もあり，特にイヌガシ－アカガシ群落のブナ群は常緑植物総被

度値が高く、ハコネダケ被度値が低いにもかかわらず相対光強度が下位区分中最高順位で

あったので上層の常緑林冠による被陰の影響からハコネダケ被度値が低いとは考えにくく，

稈高や 1 個体当たりの現存量が大きい可能性が示唆される。 

本研究では各群落単位におけるハコネダケの生長動態および生育形態を明らかにするた

め，最初に平均稈高および根元直径といった生長指標を計測，分析し，ハコネダケ個体群

の各群落単位の下位区分間で違いが見られるかについて評価を行った。 
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2 方法 

ハコネダケ個体群および植分の成長量の測定方法は下記の通りである。すなわち，任意

の植物群落を対象とした植物社会学的植生調査と並行して，各植生単位の調査区において

1×1m サイズの小方形区を 2 ヶ所（ハコネダケ本数が少ない場所では 5×10m サイズで 1 ヶ

所）設定し，小方形区内に生育するハコネダケ地上稈の本数から単位面積（1×1 m2）当た

りの稈数である稈密度を求めた。さらに，小方形区内に生育するハコネダケの地上稈の長

さ（以下稈長 culm length: CL）と地際の稈直径（以下稈径 diameter of beside ground: DG）

を測定した。 

 先行研究（堀ほか 1998）では林床植生としてのアズマネザサの地上部を稈の非同化器官

と葉の同化器官の乾燥重量を測定し，植物の物質生産系の構造を表すパラメータとしての

C/F（非同化器官重／同化器官重）比を求めている。本研究では上記 C/F 比の考えを援用し

た．すなわち，各調査地の小方形区内に生育するハコネダケ稈から任意に 10 本選別し，そ

れらを地上稈として地際で切断採取した．採取した試料は稈から枝葉部分（以下枝葉部）

を除去した無枝葉稈部（以下稈部）に切り分け持ち帰り室内で風乾し，恒量に達した後で

枝葉部（branches and leaves: BL）と稈部（culm: CU）の乾燥重量（以下稈乾重）を測定

し，稈部を枝葉部で除して C/F 比と同義の CU/BL（稈部重／枝葉部重）比（RCU）を算出

した．また，RCU とは数値的に逆の意味合いを示すパラメータとして，算定式：BL／(CU

＋BL）により同化器官である枝葉部（BL）の重量比率（RBL）を算出した。さらに、各小

方形区で採取されたハコネダケ地上稈の枝葉稈部（以下 leafy culm: LC）と無枝葉稈部（以

下 culm: CM）の長さ（m）を測定し，CM/LC（無枝葉稈部長／枝葉部長）比（RCM）を

算出した。このRCMが 1より大きい数値は稈部長＞枝葉部長を，1は稈部長＝枝葉部長を，

1 より小さい数値は稈部長＜枝葉部長を意味する。RCM とは別に形状比率にかかわるパラ

メータとして，算定式：LC／(CM＋LC）により同化器官である枝葉稈部長（LC）の比率

（RLC）を求めた．この RLC は地上稈における枝葉部分の占める割合を示す．このように

RCM と RLC は数値的に反対の意味合いをもつ。 

さらに，各群落の下位単位に設定した小方形区ごとの稈密度に測定した枝葉部（BL）と稈

部（CU）を和したハコネダケ地上稈の稈乾重（g）を掛け合わせることで単位面積（m2）

当たりの現存量（kg）を算出した。 

 得られたデータはⅢ章と同様に誤差グラフの作成およびテューキーのHSD検定および

セパレーション（p<0.05）を行い，大村（1985）の方法により 1～11 までの数値に重み揃

えて 1～4：I，5～7：II，8～11：III の 3 等級にカテゴリー化した。さらに本論では生産構

造と生育形態のパラメータ（RCU，RCM，RBL，RLC）の換算値クロス集計表を用いて調

整残差分析および独立性の検定を行い、各植生単位に分布するハコネダケ地上稈の形態的

特徴を解析した。この解析では，有意確率 p<0.01 で大きいあるいは小さいことは判定マー

ク[**]または[//]で、有意確率 p<0.05 で大きいあるいは小さいことは[ * ]または[ / ]によりカ

テゴリー相互の有意性の程度が明らかにされる。なお、[ ]は有意であるとはいえないことを
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示す。さらに本論では，同じクロス集計表を用いてコレスポンデンス分析を行い，二次元

座標で表した散布図を作成し，独立性の検定結果で明らかにされた植生単位とパラメータ

相互の関連性の強度を評価した。この解析に用いたソフトは，エスミ社の EXCEL 統計

Ver.6.0 および EXCEL 数量化理論 Ver.3.0 を使用した。 

 

3 結果 

各群落単位の下位区分ごとの平均稈高（m）および平均根元直径（cm）の誤差グラフを

図 7, 8 に示す。平均稈高では D1 のニシキウツギ－リョウブ群落の典型群が各群落下位区

分中最大となった（図 7）。ハコネダケ群落では Cb の最盛相が同典型群に次ぐ値となった。

一方でハコネダケ被度値が最小であったイヌガシ－アカガシ群落では全下位区分単位、特

に F1aのイヌガシ群典型小群がCaのハコネダケ群落先駆相よりも高い値を示していた（図

7）。スズダケ－ブナ群落では E2a のアブラチャン群典型小群が同群落の下位区分中最大で

あったのに対し，E2b のアブラチャン群カジカエデ小群はスズダケ－ブナ群落の中でも値

が小さく、ハコネダケ群落先駆相とほぼ同じであった（図 7）。平均根元直径では，Ca のハ

コネダケ群落先駆相が最大となり，Cb の最盛相と D1 のニシキウツギ－リョウブ群落の典

型群がそれに次ぐ大きさであった（図 8）。D2 のニシキウツギ－リョウブ群落のアセビ群は

7, 8 の両図において典型群より小さかった。スズダケ－ブナ群落とイヌガシ－アカガシ群落

は図 8 において前群落で E1b のイヌシデ群ウラジロガシ小群が図中で最小であった。図 7

で小さい値であったアブラチャン群カジカエデ小群はテューキーの検定においてニシキウ

ツギ－リョウブ群落のアセビ群と同じグルーピングとなり，E1a のイヌシデ群典型小群と

アブラチャン群典型小群で同じグルーピングとなった（図 8）。後群落では F1a のイヌガシ

群典型小群と F1b の同群シラキ小群が F2 のブナ群より大きな値となった（図 8）。1～11

に重み揃えた測定値と I～III の等級においてもほぼ同様の結果となった（表 10）。 

ハコネダケ地上部平均乾燥重量（g）を図 9 に示す。この図では E2a のスズダケ－ブナ群

落アブラチャン群典型小群と F1a のイヌガシ－アカガシ群落イヌガシ群典型小群が図中で

値が大きく，特に前典型小群で最大となった（図 9）。それに次ぐ大きさであったのが Cb

のハコネダケ群落最盛相であり，D1 のニシキウツギ－リョウブ群落の典型群がそれに次い

だ（図 9）。稈密度および地上部現存量を図 10, 11 でそれぞれ示した。両図とも Cb のハコ

ネダケ群落最盛相が最大となった。重み揃えた測定値と I～III の等級においてもほぼ同様の

結果となった（表 11）。 
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図 7：ハコネダケ稈長 

C1：ハコネダケ群落（遷移相）        D：ニシキウツギ－リョウブ群落 

C2：ハコネダケ群落（30 年間持続相）       D1：典型群（先駆相） 

D2：アセビ群（持続相） 

 

E：スズダケ－ブナ群落            F：イヌガシ－アカガシ群落 

  E1：イヌシデ群                 F1：イヌガシ群 

    E1a：典型小群                  F1a：典型小群 

    E1b：ウラジロガシ小群              F1b：シラキ小群 

 E2：アブラチャン群               F2：ブナ群 

    E2 a：典型小群 

    E2 b：カジカエデ小群 
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図 8：ハコネダケ稈径 

C1：ハコネダケ群落（遷移相）        D：ニシキウツギ－リョウブ群落 

C2：ハコネダケ群落（30 年間持続相）       D1：典型群（先駆相） 

D2：アセビ群（持続相） 

 

E：スズダケ－ブナ群落            F：イヌガシ－アカガシ群落 

  E1：イヌシデ群                 F1：イヌガシ群 

    E1a：典型小群                  F1a：典型小群 

    E1b：ウラジロガシ小群              F1b：シラキ小群 

 E2：アブラチャン群               F2：ブナ群 

    E2 a：典型小群 

    E2 b：カジカエデ小群 
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図 9：ハコネダケ地上部平均乾燥重量（g） 

C1：ハコネダケ群落（遷移相）        D：ニシキウツギ－リョウブ群落 

C2：ハコネダケ群落（30 年間持続相）       D1：典型群（先駆相） 

D2：アセビ群（持続相） 

 

E：スズダケ－ブナ群落            F：イヌガシ－アカガシ群落 

  E1：イヌシデ群                 F1：イヌガシ群 

    E1a：典型小群                  F1a：典型小群 

    E1b：ウラジロガシ小群              F1b：シラキ小群 

 E2：アブラチャン群               F2：ブナ群 

    E2 a：典型小群 

    E2 b：カジカエデ小群 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a 
a 

a a a 
a 

ab 

bc 

cd

d 

cd 

d 



41 

 

図 10：ハコネダケ稈密度（稈数/㎡） 

C1：ハコネダケ群落（遷移相）        D：ニシキウツギ－リョウブ群落 

C2：ハコネダケ群落（30 年間持続相）       D1：典型群（先駆相） 

D2：アセビ群（持続相） 

 

E：スズダケ－ブナ群落            F：イヌガシ－アカガシ群落 

  E1：イヌシデ群                 F1：イヌガシ群 

    E1a：典型小群                  F1a：典型小群 

    E1b：ウラジロガシ小群              F1b：シラキ小群 

 E2：アブラチャン群               F2：ブナ群 

    E2 a：典型小群 

    E2 b：カジカエデ小群 
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図 11：ハコネダケ地上部現存量（kg/㎡） 

C1：ハコネダケ群落（遷移相）        D：ニシキウツギ－リョウブ群落 

C2：ハコネダケ群落（30 年間持続相）       D1：典型群（先駆相） 

D2：アセビ群（持続相） 

 

E：スズダケ－ブナ群落            F：イヌガシ－アカガシ群落 

  E1：イヌシデ群                 F1：イヌガシ群 

    E1a：典型小群                  F1a：典型小群 

    E1b：ウラジロガシ小群              F1b：シラキ小群 

 E2：アブラチャン群               F2：ブナ群 

    E2 a：典型小群 

    E2 b：カジカエデ小群 
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表 10：各群落の下位単位におけるハコネダケの稈長および径長，なお，アルファベット

は有意差があることを示す（Tukey's HSD test. p<0.05)．測定値は 1～11 に重み揃え

され，さらにそれらは I～III の等級に類別された。 

 

C1：ハコネダケ群落（遷移相）        D：ニシキウツギ－リョウブ群落 

C2：ハコネダケ群落（30 年間持続相）       D1：典型群（先駆相） 

D2：アセビ群（持続相） 

 

E：スズダケ－ブナ群落            F：イヌガシ－アカガシ群落 

  E1：イヌシデ群                 F1：イヌガシ群 

    E1a：典型小群                  F1a：典型小群 

    E1b：ウラジロガシ小群              F1b：シラキ小群 

 E2：アブラチャン群               F2：ブナ群 

    E2 a：典型小群 

    E2 b：カジカエデ小群 

 

 

            ハコネダケ稈長         ハコネダケ径長 

Ca   2.43±0.12 a 3  I 11.4±1.11 d 11  III 

Cb   3.47±0.17 cd 10  III 10.2±0.60 cd 9  III 

D1   3.67±0.12 d 11  III 9.7±0.20 cd 9  III 

D2   2.84±0.10 abc 5  II 7.8±0.30 abc 6  II 

E1a   2.52±0.15 ab 3  I 8.0±0.91 abcd 6  II 

E1b   2.62±0.22 ab 4  I 4.3±0.48 a 1  I 

E2a   3.29±0.25 bcd 8  III 8.1±1.84 abcd 6  II 

E2b   2.19±0.14 a 1  I 6.8±0.44 abc 5  II 

F1a   3.29±0.25 bcd 8  III 7.8±1.28 abcd 6  II 

F1b   2.83±0.12 abc 5  II 9.3±0.65 bcd 8  III 

F2   2.75±0.26 abc 5  II 5.3±0.86 ab 2  I 
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表 11：各群落の下位単位におけるハコネダケの地上部平均重量および稈密度，現存量，

なお，アルファベットは有意差があることを示す（Tukey's HSD test. p<0.05)。測定

値は 1～11 に重み揃えされ，さらにそれらは I～III の等級に類別された。 

 

C1：ハコネダケ群落（遷移相）        D：ニシキウツギ－リョウブ群落 

C2：ハコネダケ群落（30 年間持続相）       D1：典型群（先駆相） 

D2：アセビ群（持続相） 

 

E：スズダケ－ブナ群落            F：イヌガシ－アカガシ群落 

  E1：イヌシデ群                 F1：イヌガシ群 

    E1a：典型小群                  F1a：典型小群 

    E1b：ウラジロガシ小群              F1b：シラキ小群 

 E2：アブラチャン群               F2：ブナ群 

    E2 a：典型小群 

    E2 b：カジカエデ小群 

 

    ハコネダケ地上部現存量   ハコネダケ稈密度   ハコネダケ地上部現存量 

Ca 88.0±6.3 a 2  I 140±20.4 a 5  II 12.429±1.8 a 3  I 

Cb 183.3±11.4 cd 8  III 341±75.3 b 11  III 61.899±13.7 b 11  III 

D1 156.0±12.2 bc 6  II 31±6.7 a 2  I 4.825±1.1 a 2  I 

D2 101.1±8.2 a 3  I 28±3.9 a 2  I 2.791±0.4 a 1  I 

E1a 76.4±9.1 a 1  I 1±0.02 a 1  I 0.064±0.0 a 1  I 

E1b 79.6±12.7 a 1  I 8±4.5 a 1  I 0.597±0.4 a 1  I 

E2a 231.1±17.7 d 11  III 19±3.3 a 2  I 4.372±0.8 a 2  I 

E2b 91.4±5.9 a 2  I 32±2.2 a 2  I 2.894±0.2 a 1  I 

F1a 190.4±18.4 cd 8  III 6±5.8 a 1  I 1.220±1.1 a 1  I 

F1b 92.5±9.0 a 2  I 5±2.9 a 1  I 0.497±0.3 a 1  I 

F2 118.4±10.8 ab 4  I 2±2.1 a 1  I 0.261±0.2 a 1  I 
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 ハコネダケ CU/BL（稈部重／枝葉部重）比（RCU）を示したグラフを図 12 に，CM/LC

（無枝葉稈部長／枝葉部長）比（RCM）を示したグラフを図 13 に示す。堀ら（1998）の

報告では，アズマネザサは C/F 比を大きくすることで光資源が制限される森林において脱

陰性を高めているとされるが，両図においてハコネダケの場合は森林よりも開放地の Cb の

本種群落最盛相で CU/BL 比および CM/LC 比が大きい結果となった。両比と反対の値を示

す図 14, 15 では同最盛相が最小の結果となっていた。一方で、イヌガシ－アカガシ群落の

下位区分単位でCU/BL比およびCM/LC比がハコネダケ群落最盛相に次ぐ大きさの値が見

られ、逆にハコネダケ被度値が高いアブラチャン群で両比が図中で最小となっていた（図

12, 13）。しかし、図 14, 15 ではハコネダケ群落最盛相よりも大きな値となっていた。表 12

においても Cb のハコネダケ群落最盛相が最大の測定地および等級となっており、CU/BL

比では D1 のニシキウツギ－リョウブ群落の典型群とイヌガシ－アカガシ群落の F1b のイ

ヌガシ群シラキ小群とF2のブナ群が測定地でハコネダケ群落最盛相に次ぐ大きさと等級で

同じカテゴリーとなった。一方で、CM/LC 比ではハコネダケ群落最盛相が測定地および等

級で最大であったものの、イヌガシ－アカガシ群落は全下位区分とも測定地および等級で

同相には及ばなかった（表 12）。表 13 においては Cb のハコネダケ群落最盛相は表中測定

地および等級で最小となっており、反対にスズダケ－ブナ群落の E2 のアブラチャン群の 2

つの下位区分とイヌガシ－アカガシ群落の F1a のイヌガシ群典型小群で測定地および等級

で最大となっていた。 

 独立性の検定の結果においては，Cb のハコネダケ群落最盛相の CU/BL 比および CM/LC

比の測定値が図 14, 15 で示した RBL と RLC の値に対して大きいことが有意差で示され，

スズダケ－ブナ群落の E2b のアブラチャン群カジカエデ小群で RBL の値が CU/BL 比、イ

ヌガシ－アカガシ群落の E1b のイヌガシ群シラキ小群で RLC の値が CM/LC 比と RBL に

対して大きいことが有意差で示された（表 14）。コレスポンデンス分析の結果においても

Cb のハコネダケ群落最盛相は CU/BL 比および CM/LC 比が交わる箇所に分類され、E2b

のスズダケ－ブナ群落のアブラチャン群カジカエデ小群は RBL、イヌガシ－アカガシ群落

のイヌガシ群の 2 つの下位区分単位は RLC に分類された（図 16）。 



46 

 

図 12：ハコネダケ CU/BL 比グラフ 

 

C1：ハコネダケ群落（遷移相）        D：ニシキウツギ－リョウブ群落 

C2：ハコネダケ群落（30 年間持続相）       D1：典型群（先駆相） 

D2：アセビ群（持続相） 

 

E：スズダケ－ブナ群落            F：イヌガシ－アカガシ群落 

  E1：イヌシデ群                 F1：イヌガシ群 

    E1a：典型小群                  F1a：典型小群 

    E1b：ウラジロガシ小群              F1b：シラキ小群 

 E2：アブラチャン群               F2：ブナ群 

    E2 a：典型小群 

    E2 b：カジカエデ小群 
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図 13：ハコネダケ CM/LC 比グラフ 

 

C1：ハコネダケ群落（遷移相）        D：ニシキウツギ－リョウブ群落 

C2：ハコネダケ群落（30 年間持続相）       D1：典型群（先駆相） 

D2：アセビ群（持続相） 

 

E：スズダケ－ブナ群落            F：イヌガシ－アカガシ群落 

  E1：イヌシデ群                 F1：イヌガシ群 

    E1a：典型小群                  F1a：典型小群 

    E1b：ウラジロガシ小群              F1b：シラキ小群 

 E2：アブラチャン群               F2：ブナ群 

    E2 a：典型小群 

    E2 b：カジカエデ小群 
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図 14：ハコネダケ枝葉部の重量比率（RBL）グラフ 

 

C1：ハコネダケ群落（遷移相）        D：ニシキウツギ－リョウブ群落 

C2：ハコネダケ群落（30 年間持続相）       D1：典型群（先駆相） 

D2：アセビ群（持続相） 

 

E：スズダケ－ブナ群落            F：イヌガシ－アカガシ群落 

  E1：イヌシデ群                 F1：イヌガシ群 

    E1a：典型小群                  F1a：典型小群 

    E1b：ウラジロガシ小群              F1b：シラキ小群 

 E2：アブラチャン群               F2：ブナ群 

    E2 a：典型小群 

    E2 b：カジカエデ小群 
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図 15：ハコネダケ枝葉部稈部長の比率（RLC）グラフ 

 

C1：ハコネダケ群落（遷移相）        D：ニシキウツギ－リョウブ群落 

C2：ハコネダケ群落（30 年間持続相）       D1：典型群（先駆相） 

D2：アセビ群（持続相） 

 

E：スズダケ－ブナ群落            F：イヌガシ－アカガシ群落 

  E1：イヌシデ群                 F1：イヌガシ群 

    E1a：典型小群                  F1a：典型小群 

    E1b：ウラジロガシ小群              F1b：シラキ小群 

 E2：アブラチャン群               F2：ブナ群 

    E2 a：典型小群 

    E2 b：カジカエデ小群 
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表 12：各群落の下位単位におけるハコネダケの稈(CU, CM)および枝葉部分(BL, LC)の重量

と長さの比率．なお，アルファベットは有意差があることを示す（Tukey's HSD test. )。

測定値は 1～11 に重み揃えされ，さらにそれらは I～III の等級に類別された。 

 

C1：ハコネダケ群落（遷移相）        D：ニシキウツギ－リョウブ群落 

C2：ハコネダケ群落（30 年間持続相）       D1：典型群（先駆相） 

D2：アセビ群（持続相） 

 

E：スズダケ－ブナ群落            F：イヌガシ－アカガシ群落 

  E1：イヌシデ群                 F1：イヌガシ群 

    E1a：典型小群                  F1a：典型小群 

    E1b：ウラジロガシ小群              F1b：シラキ小群 

 E2：アブラチャン群               F2：ブナ群 

    E2 a：典型小群 

    E2 b：カジカエデ小群 

 

          ハコネダケ CU/BL 比     ハコネダケ CM/LC 比 

Ca   2.3±0.25 a 1  I 1.3±0.15 ab 5  II 

Cb   5.0±0.84 b 11  III 2.0±0.32 b 11  III 

D1   4.1±0.45 ab 8  III 1.5±0.21 ab 7  II 

D2   2.8±0.30 ab 3  I 1.5±0.23 ab 7  II 

E1a   3.3±0.33 ab 5  II 1.4±0.22 ab 6  II 

E1b   3.1±0.40 ab 4  I 1.5±0.25 ab 6  II 

E2a   2.6±0.22 ab 2  I 0.9±0.13 a 2  I 

E2b   2.3±0.40 a 1  I 1.0±0.12 ab 2  I 

F1a   2.5±0.23 a 2  I 0.9±0.10 a 1  I 

F1b   4.2±0.48 ab 8  III 0.8±0.12 a 1  I 

F2   4.1±0.89 ab 8  III 1.6±0.32 ab 7  II 
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表 13：各群落の下位単位におけるハコネダケの稈(CU, CM)および枝葉部分(BL, LC)の重量

と長さの比率．なお，アルファベットは有意差があることを示す（Tukey's HSD test. )。

測定値は 1～11 に重み揃えされ，さらにそれらは I～III の等級に類別された。 

 

C1：ハコネダケ群落（遷移相）        D：ニシキウツギ－リョウブ群落 

C2：ハコネダケ群落（30 年間持続相）       D1：典型群（先駆相） 

D2：アセビ群（持続相） 

 

E：スズダケ－ブナ群落            F：イヌガシ－アカガシ群落 

  E1：イヌシデ群                 F1：イヌガシ群 

    E1a：典型小群                  F1a：典型小群 

    E1b：ウラジロガシ小群              F1b：シラキ小群 

 E2：アブラチャン群               F2：ブナ群 

    E2 a：典型小群 

    E2 b：カジカエデ小群 

 

       ハコネダケ枝葉部の重量比率（RBL）  ハコネダケ枝葉部長の比率（RLC） 

Ca 0.33±0.02 b 11  III 0.47±0.03 ab 4  I 

Cb 0.22±0.03 a 1  I 0.40±0.04 a 1  I 

D1 0.23±0.02 a 2  I 0.46±0.04 ab 4  I 

D2 0.29±0.02 ab 7  II 0.45±0.03 ab 4  I 

E1a 0.25±0.02 ab 4  I 0.45±0.05 ab 3  I 

E1b 0.26±0.02 ab 5  II 0.45±0.05 ab 4  I 

E2a 0.29±0.02 ab 7  II 0.56±0.04 ab 9  III 

E2b 0.33±0.03 b 11  III 0.52±0.03 ab 7  II 

F1a 0.30±0.02 ab 8  III 0.55±0.03 ab 9  III 

F1b 0.23±0.02 a 2  I 0.60±0.04 b 11  I 

F2 0.25±0.03 ab 3  I 0.45±0.05 ab 3  I 
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表 14：独立性の検定結果 

C1：ハコネダケ群落（遷移相）        D：ニシキウツギ－リョウブ群落 

C2：ハコネダケ群落（30 年間持続相）       D1：典型群（先駆相） 

D2：アセビ群（持続相） 

 

E：スズダケ－ブナ群落            F：イヌガシ－アカガシ群落 

  E1：イヌシデ群                 F1：イヌガシ群 

    E1a：典型小群                  F1a：典型小群 

    E1b：ウラジロガシ小群              F1b：シラキ小群 

 E2：アブラチャン群               F2：ブナ群 

    E2 a：典型小群 

    E2 b：カジカエデ小群 

 

Lower

unit 1)

Ca 1 [/ ] 5 [  ] 11 [**] 4 [  ]

Cb 11 [**] 11 [**] 1 [//] 1 [/ ]

D1 8 [  ] 7 [  ] 2 [  ] 4 [  ]

D2 3 [  ] 7 [  ] 7 [  ] 4 [  ]

E1a 5 [  ] 6 [  ] 4 [  ] 3 [  ]

E1b 4 [  ] 6 [  ] 5 [  ] 4 [  ]

E2a 2 [  ] 2 [  ] 7 [  ] 9 [* ]

E2b 1 [/ ] 2 [  ] 11 [**] 7 [  ]

F1a 2 [  ] 1 [/ ] 8 [  ] 9 [* ]

F1b 8 [  ] 1 [/ ] 2 [/ ] 11 [**]

F2 8 [  ] 7 [  ] 3 [  ] 3 [  ]

[**] or [//]: p  < 0.01, [* ] or [/ ]: p  < 0.05, [  ]: not significant.  1): Lower units are

the same as the Table 1.

          RCU           RCM            RBL           RLC
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図 16：生育形態の散布図 

 

C1：ハコネダケ群落（遷移相）        D：ニシキウツギ－リョウブ群落 

C2：ハコネダケ群落（30 年間持続相）       D1：典型群（先駆相） 

D2：アセビ群（持続相） 

 

E：スズダケ－ブナ群落            F：イヌガシ－アカガシ群落 

  E1：イヌシデ群                 F1：イヌガシ群 

    E1a：典型小群                  F1a：典型小群 

    E1b：ウラジロガシ小群              F1b：シラキ小群 

 E2：アブラチャン群               F2：ブナ群 

    E2 a：典型小群 

    E2 b：カジカエデ小群 
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4. 考察 

各群落下位区分単位の中でCU/BL比およびCM/LC比が最大でRBLと RLCが最小であ

ったのは森林以外の開放地群落である C2 のハコネダケ群落最盛相であり，イヌガシ－アカ

ガシ群落の F1b のイヌガシ群シラキ小群と F2 のブナ群がそれに次ぐ大きさであったもの

の，スズダケ－ブナ群落のアブラチャン群の下位区分単位は極めて小さかったことから，

調査地のハコネダケは堀ほか（1998）がブナ林と同じ落葉広葉樹林であるコナラ林の調査

から報告したアズマネザサの C/F 比の可塑性とは異なる生存戦略で生育していることが考

えられた。Ⅲ章で，スズダケ－ブナ群落のアブラチャン群の典型小群およびカジカエデ小

群では常緑植物総被度値が小さいにもかかわらず開空度が低いのは太陽光が当たりにくい

北斜面に立地していることが要因と考えられることを述べたが，一方で同小群の林内が冬

季にブナ葉群の落葉により光量が増加することが推察されることから，両小群に生育する

ハコネダケは伸長前の冬に光合成を行い生育，繁殖することで，枝葉部を森林上層に向け

て伸長させずにいるものと考えられた。イヌガシ－アカガシ群落のイヌガシ群シラキ小群

とブナ群の場合，Ⅲ章で示した常緑植物総被度値の誤差グラフ（図 5）でイヌガシ群典型小

群よりも同被度値が小さいことから上層のわずかな光を求めて伸長することでCU/BL比お

よび CM/LC 比が大きくなることが考えられた。 
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第Ⅴ章 

各群落単位におけるハコネダケ個体群の消長 
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1 はじめに 

第Ⅲ章では識別した各群落下位区分単位間におけるハコネダケの優占度と常緑植物の優

占度との関係を明かにし，第Ⅳ章では各群落下位区分単位間でのハコネダケの平均稈高お

よび根元直径、地上部乾燥量との大小を明らかにした。これらの結果から、第Ⅱ章でニシ

キウツギ－リョウブ群落の典型群への遷移が確認されたハコネダケ群落は林床植生として

持続しているほか，ブナ群落やアカガシ群落といった周辺の森林群落においても出現して

いたものの，その優占度は他種の常緑植物の優占により低下が見られるほか，稈高および

根元直径といった生長度を示す値も常緑植物の優占や高木林に進むにしたがい低下する傾

向が見られ，ハコネダケ地上部現存量においてもハコネダケ群落の 30 年間持続相以外の群

落では現存量が小さくなり，特に常緑植物が優占する群落において現存量は最小となって

いることを明らかにした。これらの結果から，調査地のハコネダケは森林群落にも生育し

ているものの，特に常緑植物の優占にともなって生長および繁殖が低下していくものと考

えられる。第Ⅱ章ではハコネダケ群落が森林への遷移により縮小傾向にあることを明らか

にしたが第Ⅲ章，Ⅳ章の結果から森林に生育するハコネダケ個体群もやがて衰退するもの

と考えられる。それを明らかにするためにはハコネダケ個体の新生および生残，枯死を 

明らかにする必要があるものの，これまでに年代ごとの個体群の新生および生残，枯死は 

解明されていない。 

 ササやタケの生残枯死に関する研究は同種がまれに起こす一斉開花後の枯死が森林群落 

の更新に及ぼす影響を扱ったものが多く，Taylor A.H .et.al（2004）は中国四川省において 

モミ属とカバノキ属の針広混合林の林床に優占する Bashania 属タケ類が同開花枯死後に発 

芽した同属の実生を観察し，ギャップ下ではカバノキ属の実生を急生長したタケ実生が被 

陰によって生育を阻害し，親個体群とほぼ同じ被度に回復する一方，モミ属の常緑林冠下 

では同様の被度までに回復できなかったことを報告している。開花枯死以外を扱った研究 

では同国において Wang.W.et.al（2006）が Fargesia 属タケ類の異なる大きさのギャップ 

ごとの生育状況について大きなギャップほど同属の個体間で競争が激しく枯死稈密度が高 

いことを報告している。 

 本章では、第Ⅱ章において景観スケールから明らかにしたハコネダケ群落の盛衰につい 

て，今度は植生調査で明らかにした各群落下位区分単位間においてハコネダケ個体群の本 

数の増減を明らかにすることで，群落構造のスケールにおけるハコネダケの盛衰を明らか 

にした。 

 

2 方法 

 第Ⅱ章、Ⅲ章における調査地点ごとに，2010 年と 2011 年の 2 年間で，ハコネダケ地上

部の稈のうち前年において新しく出芽，伸長した稈（新生稈）に赤いテープ，生残稈に黄

色いテープをはった。そして後年にテープを張った稈のうち生残している本数を数え，前

年と同様に新生稈に青いテープをはって本数を数えた。得られた資料から，各地点のハコ
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ネダケの生残，枯死，新生について，以下の式よりそれぞれの率（%）を算出して各群落下

位単位間で比較を行った。 

 

生残率=（2011 年の生残本数 / 2010 年の新生と生残合計本数）×100 

 

枯死率=（2011 年の枯死本数 / 2010 年の新生と生残合計本数）×100 

 

新生率=（2011 年の新生本数 / 2011 年の生残合計本数）×100 

 

3 結果 

各群落下位区分単位間で生残，枯死，新生率（%）を算出した結果，ハコネダケ群落では

ススキ草原から遷移相で生残率が 90%に対して枯死率が 9%と低く，新生率は 14%と枯死

よりも新生が上回っている結果となった（表 15）。ハコネダケ群落の 30 年間持続相では生

残率が 86%とススキ草原から遷移相よりもやや下回り，枯死率が 14%と生残率より低いも

のの，ススキ草原から遷移相の 9%よりも上回る結果となった。しかし，新生率が 15%と枯

死率とほぼ等しい結果となり，群落の中で枯死した個体数を新生個体が補っている結果と

なった。このことはニシキウツギ－リョウブ群落においても典型群で生残率が 94%で枯死

率が 6%に対し新生率が 5%とほぼ等しく，アセビ群では生残率が 91%で枯死率と新生率が

同じ10%とハコネダケ群落の30年間持続相と同様に個体が枯死した分を新生個体が補う結

果となっていた。ブナ群落ではイヌシデ群の典型小群は生残率が 100%に対して枯死率と新

生率ともに 0%とほとんど個体群の盛衰が見られない結果となり，イヌシデ群のウラジロガ

シ小群については生残率が 77%に対して枯死率が 23%，新生率が 15%と枯死割合が新生を

上回る結果となった。一方で，同じブナ群落のアブラチャン群では典型小群で生残率が 99%、

枯死率が 1%，新生率が 6%であり，カジカエデ小群では生残率が 100%，枯死率が 0%，新

生率が 13%と生残と新生の割合が高く，枯死はほとんど見られない結果となった。アカガ

シ群落についてはイヌガシ群の典型小群で生残率が 84%，枯死率が 16.4%，新生率が 13%

であり，シラキ小群で生残率が 94%，枯死率が 6%，新生率が 8%であった。ブナ群は生残

率が 92%，枯死率が 8%，新生率が 9%となった。アカガシ群落はイヌガシ群の典型小群が

全群落単位中最大の枯死率を示し，新生率を上回っていたものの，シラキ小群とブナ群で

は生残率が典型小群よりも高く，枯死率と新生率がほぼ同じ割合で，ハコネダケ群落の 30

年間持続相やニシキウツギ－リョウブ群落と同様に個体の枯死分を新生個体が補っている

結果となった。 
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表 15：ハコネダケ新生、生残、枯死割合（%） 

 

C1：ハコネダケ群落（遷移相）        D1：典型群（先駆相） 

C2：ハコネダケ群落（30 年間持続相）     D2：アセビ群（持続相） 

 

E：スズダケ－ブナ群落            F：イヌガシ－アカガシ群落 

  E1：イヌシデ群                 F1：イヌガシ群 

    E1a：典型小群                  F1a：典型小群 

    E1b：ウラジロガシ小群              F1b：シラキ小群 

 E2：アブラチャン群               F2：ブナ群 

    E2 a：典型小群 

    E2 b：カジカエデ小群 

 

   

生 残 率 （ % ） 枯 死 率 （ % ） 新 生 率 ( % )

C1 - 90 9 14

C2 - 86 14 15

D1 - 94 6 5

D2 - 91 10 10

E1a 100 0 0

E1b 77 23 15

E2a 99 1 6

E2b 100 0 13

F1a 84 16.4 13

F1b 94 6 8

F2 - 92 8 9

E1

E

E2

F1
F

C

D
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4. 考察 

 ハコネダケ群落の 30年間持続相とニシキウツギ－リョウブ群落で枯死率と新生率がほぼ

等しい値となっていた結果についてはハコネダケ群落の 30 年間持続相の場合，第 4 章にお

いて稈密度と地上部乾燥重量が全群落単位中最大となっていることが明らかとなっており，

ほぼハコネダケのみが高密度で優占する状態で新生個体と親個体との間で栄養分の争奪が

起こりその競争に敗れた親個体が枯死して新生個体が生存している可能性が考えられた。

ニシキウツギ－リョウブ群落の典型群についてはハコネダケ群落から遷移した群落であり，

新生個体と親個体との栄養分の争奪競争がハコネダケ群落の頃より続いているものと考え

られ，アセビ群も同様の可能性が考えられた。ブナ群落についてはイヌシデ群の典型小群

で枯死率および新生率が 0%であったのは第3章の稈高と根元直径の単相関においてほとん

ど相関関係が見られず生長を示していないことが関連していると考えられ，ウラジロガシ

小群で枯死率が高くなっていることは同じく稈高と根元直径の単相関においてブナ群落の

中で最低の生長度を示していたことに起因すると考えられた。一方で，アブラチャン群で

は枯死の割合がほとんど見られず，生残と新生しか見られないことについては第 3 章で稈

高と根元直径の単相関がほぼ 1 という強い正の相関を示していたことや第 4 章において典

型小群が 1本あたりの平均乾燥重量が最大であったことにより親個体が高い生長度を示し、

地下茎から新生個体を多く出芽させているものと考えられた。 

カジカエデ小群の場合は稈高や現存量はそれほど高くはないものの親個体が遅く生長し

ていることで枯死する個体が無く，その分新生個体を出芽させていると考えられた。そし

て第Ⅲ章でイヌシデ群はアブラチャン群よりも常緑植物総被度値が高いことが明らかとな

ったことから，常緑植物の優占の違いが個体群の盛衰にも影響していると考えられた。ア

カガシ群落ではイヌガシ群の典型小群で枯死率が全群落中最大であったことは，ハコネダ

ケ被度が小さい代わりに 1 本あたりの生長度や平均乾燥重量が大きいことから，より少な

い個体が栄養を独占しようとすることで枯死する個体が多いことが考えられた。 
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第Ⅵ章 

総合考察 
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今回の研究において，ハコネダケ群落は約 30 年間で一部がニシキウツギ－リョウブ群落

の典型群へ遷移することや，スギ－ヒノキ植林への転換および土地造成といった人為的な

改変により相観的には面積が減少していることが明らかとなった。しかし，ニシキウツギ

－リョウブ群落の典型群は種組成においてハコネダケが高い被度で優占しており，生長量

がハコネダケ群落の最盛相よりも大きいことから人為的な改変を除いた植生遷移において，

ハコネダケ群落に他の先駆的な低木種が侵入し，同群落上層に林冠を形成した低木群落が

成立してもハコネダケ個体群は衰退せずに開放地の本種群落と共に持続すると考えられた。

さらに，ハコネダケ群落の面積が約 30 年間で減少していたものの，ハコネダケ群落の持続

面積が減少面積を上回っており，特に人為的改変等が無い限りハコネダケ群落は長期にわ

たり持続するものと考えられた。 

植生調査から識別した種組成にハコネダケを含む各群落の下位区分単位間でハコネダケ

被度値と常緑植物総被度値を比較し，群落上層の開空度についても分析したところ，常緑

植物総被度値が高い下位区分単位ほどハコネダケ被度値が小さくなっており，このことか

ら他種の常緑植物群はハコネダケの優占を抑制する要因となっていることが考えられた。

しかし、群落上層の開空度についてはニシキウツギ－リョウブ群落のアセビ群のように常

緑植物総被度値が高い下位区分単位でも値が大きい区分単位が存在しており、反対にスズ

ダケ－ブナ群落のアブラチャン群カジカエデ小群のように同被度値が小さく、開空度も低

い下位区分単位も見られた。このことは、ニシキウツギ－リョウブ群落のアセビ群が東光

寺付近の太陽光が当たる南斜面に分布しているのに対し、スズダケ－ブナ群落のアブラチ

ャン群カジカエデ小群は函南原生林付近の開放水域を囲む斜面のうち太陽光が当たりにく

い北向き斜面に分布していることから、方位傾斜による影響が考えられた。 

各群落の下位区分単位間におけるハコネダケ生長量および生育形態の比較において，枝

葉部と同部以外の稈の重量および長さの比率（CU/BL 比と CM/LC 比）はハコネダケ群落

の最盛相とイヌガシ－アカガシ群落のシラキ小群とブナ群で大きいものの，スズダケ－ブ

ナ群落のアブラチャン群典型小群とカジカエデ小群で小さくなっており，同じ落葉広葉樹

林であるコナラ二次林における母種のアズマネザサの生育形態（堀ほか 1998）とは異なる

結果となった。開放地の本種群落において CU/BL 比と CM/LC 比が大きい要因として、稈

密度が大きいことが挙げられる。ハコネダケの純群落が本種の稈が密生した状態であるこ

とは宮脇ほか（1967）や大野（1972）が報告しているが，今回の調査でも本種群落は稈密

度が最盛相で大きく，枝葉部を広げる空間は群落上層に限られていることから枝葉部以外

の稈の割合が大きくなることで CU/BL 比と CM/LC 比が増大したものと考えられる。イヌ

ガシ－アカガシ群落のシラキ小群で CU/BL 比，ブナ群で両比が大きかったのは，同群落の

イヌガシ群典型小群と比較して常緑植物総被度値が低く，光量がやや多いため，わずかな

光を求めて上層へ枝葉部を伸長させていると考えられた。スズダケ－ブナ群落のアブラチ

ャン群の典型小群とカジカエデ小群で CU/BL 比と CM/LC 比が小さかったのは，両小群が

北斜面に分布しており，夏季でも太陽光が入りにくい一方で冬季にはブナの葉群が落葉に
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より消失するため，伸長前のこの時期に林床で光合成を行い，繁殖しているためと考えら

れた。 

ハコネダケの新生，生残，枯死については，ハコネダケ群落やニシキウツギ－リョウブ

群落の下位区分において，枯死した分を新生個体が補っている傾向が見られ，これらの群

落における群落持続機構の 1 つとなっている可能性が考えられた。スズダケ－ブナ群落の

アブラチャン群では 1 年間ではほとんど枯死が見られず，新生個体が見られたことから生

長速度が遅い分稈寿命がながいことが考えられた。反対にスズダケ－ブナ群落のイヌシデ

群やイヌガシ－アカガシ群落のイヌガシ群典型小群では新生がほとんど見られないか枯死

本数が上回っていることから，これらの下位区分ではハコネダケ個体群はやがて衰退する

可能性が高いと考えられた。 

これらの結果から，ハコネダケは約 30 年間で群落を縮小させているものの，遷移後のニ

シキウツギ－リョウブ群落や周辺の高木林群落で個体群を持続させており，30 年間持続し

ていたハコネダケ群落も含めて現段階では調査地の植生構造において個体群を優占させて

いる状態であると考えられた。しかし，一部の森林群落では生長や優占が低く，枯死本数

も多いことからこれらの森林群落ではハコネダケが個体群を持続させるのは難しいと考え

られた。なお，今回の研究ではハコネダケ群落が将来的にブナ優占林とアカガシ優占林の

どちらに移行していくのかについては明らかにできなかったがこれまでの調査結果から大

群落として個体群を持続させるには常緑植物の優占度が低いブナ優占林が有利であると考

えられる。イヌガシ－アカガシ群落ではいずれもハコネダケ優占度や稈高などの生長が低

下していることからアカガシ優占林へ移行する場合にはハコネダケの群落維持は難しいも

のとなると考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



63 

謝辞 

本研究をまとめるにあたり，数多くの方々から多大なご支援を賜ったことに感謝の意を

表し，ここに謝辞としてまとめさせて頂きます。横浜国立大学大学院・環境情報研究院の

大野啓一元教授には，退官の直前に至るまで永きに亘り親切丁寧なご指導を賜って頂いた

こと，厚く御礼申し上げます。横浜国立大学大学院・環境情報研究院の持田幸良教授には，

大野教授退官後，1 年間に亘り私の論文執筆について様々なご指摘を頂けたこと深く感謝致

します。本論文の審査を引き受けて下さった横浜国立大学大学院・環境情報研究院の小池

文人教授，酒井暁子准教授，横浜国立大学教育学部の吉田圭一郎准教授には数多くの的確

なアドバイスを頂き，有意義な議論をして下さったこと，誠に感謝致します。そして，野

外調査の際には共にデータの収集を手伝って頂いた横浜国立大学旧大野研究室の学生諸子

には心より感謝致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



64 

引用文献 

 

県和一・鎌田悦男（1979）数種在来イネ科野草の生態特性と乾物生産 Ⅰ. ミヤコザサ群 

  落の生育環. 日草誌 25(2):103-109 

阿拉坦花・坂本圭児・三木直子・廣部宗・吉川賢（2009）異なる光条件下で生育させたケ

ネザサ（Pleioblastus puescens Nakai）の稈と葉の諸特性の季節変化. 日緑工誌 

34(3).524-553 

馬場深・三ツ井大輔・坂本圭児・三木直子・吉川賢（2004）異なる光環境で生育するケネ

ザサ（Pleioblastus puescens Nakai）の成長と光合成特性. 日緑工誌 30(1).175-180 

藤原一絵（1972）神奈川県の現存植生（宮脇昭編著）470-472 神奈川県 

鎌田麿人・中越信和（1990）農村周辺の 1960 年代以降における二次植生の分布構造とその 

変遷. 日生態会誌 40:137-150 

小泉玲子・遠山三樹夫（1990）仙石原のハコネダケ群落の生態学的研究. 仙石原湿原実験

区植生復元事業実験調査報告書（第 2 報）:21-29 

小山信明・小川恭男（1993）ネザサ（Pleioblastus variegatus MAKINO）の生育特性 1. 光 

合成と貯蔵窒素の利用. 日草誌 39(1):28-35 

菱沼達也・根岸輝治・細田友雄. 1960. 酪農家の飼料構造とカブ－静岡県田方郡函南村に 

おける調査－. 日草誌 5(2):81-87 

堀良通・河原崎里子・小林剛（1998）アズマネザサの地上部 C/F 比の可塑性と生態的意義.

日林誌 80:165-169 

磯谷達弘・石本研（1999）伊豆半島西部の稜線付近におけるササ草原の分布とその変遷. 国

士舘大学地理学報告,No8:1-16 

井田秀行・中越信和（1994）ササ草原における温帯夏緑樹林の更新－ブナ林-ミズナラ林-

ササ草原の帯状分布の形成過程－. 日生態会誌 44:271-281 

河原輝彦（2001）多様な森林の育成と管理.東京農業大学出版会. 東京 

宮脇昭・大場達之・村瀬信義（1967）箱根・真鶴半島の植物社会学的研究－とくに箱根中

央火口丘上の植生について－. 箱根・真鶴半島の植生調査報告書・神奈川県教育委員会

編・1969:1-59 

村岡裕由・野田響・廣田湖美・小泉博（2007）光の獲得と利用の生理生態学－個体から生 

   態系まで－. 日生態会誌 57:345-355 

中静透・沼田真（1982）ブナ極相林の再生過程Ⅰ. ササ型林床をもつブナ林の構造. 日生態

会誌 32:57-67 

西村格・佐々木寛幸・西村由紀（2001）日本における自然草原の気候要因から見た植生帯

区分とその温暖化による影響 2. 自然草原の植生型と気候要因の関係. 日草誌

47(1):86-92 

大野啓一（1972）神奈川県の現存植生（宮脇昭編著）470-472 神奈川県 



65 

小椋純一（1996） 植生からよむ日本人のくらし 明治期を中心に. 雄山閣. 東京 

西條好廸（1990）林内および林外におけるクマイザサ（Sasa senanensisi (FRANCH et SAVAT.) 

      REHDER) の地上部現存量とその関連形質. 日草誌 35(4):358-362 

齋藤智之・清和研二（2007）クローナル植物の生理的統合：チマキザサの資源獲得戦略. 日

生態会誌 57:229-237 

Saitoh T. Seiwa K and Nishiwaki A.(2002)Importance of physiological integration of 

dwarf bamboo to persistence in forest understory : a field experiment. J Eco90, 

78-85 

Saitoh T. Seiwa K and Nishiwaki A.(2002)Effects of Resource Heterogeneity on 

Nitrogen Translocation within Clonal Fragments of Sasa palmata : an 

Isotopic(15N)Assessment. Annals of Botany 98: 657-663 

Suzaki T. kume A. Ino Y.（2005）Effects of slope and canopy trees on light conditions and 

biomass of dwarf bamboo under a coppice canopy. J For res10:151-156 

鈴木要（1999）箱根山地域における農山村経営試案 その 1 歴史的経過と山林経営の健 

  全化. 日本建築学会大会学術講演梗概集 6084:563-564 

鈴木貞雄（1978）日本タケ科植物総目録. 384pp. 学習研究社. 東京 

高岡貞夫（1993）宗谷丘陵北部における二次植生の形成過程. 日生態会誌 43:69-82 

Taylor A.H. JinyanZhou H. Qiang S.（2004）Canopy tree development and undergrowth 

bamboo dynamics in old-growth Abies–Betula forests insouthwestern China: a 

12-year study. Forest Ecology and Management 200 347–360 

鳥居厚志（1998）空中写真を用いた竹林の分布拡大速度の推定－滋賀県八幡山および京都 

   府男山における事例－. 日生態会誌48:37-47 

浦野豊・西村格・小森谷祥明・佐々木寛幸（2001）日本における自然草原の気候要因から

見た植生帯区分とその温暖化による影響 3. 自然環境保全基礎調査植生ファイルから

見た自然草原の植生帯区分種の群落分布. 日草誌 47(1):93-101 

Wang.W・Franklin.S.B・Ren.Y・Ouellette.J.R（2006）Growth of bamboo Fargesia 

qinlingensis and regeneration of trees in a mixed hardwood-conifer forest in the 

Qinling mountains, China. Forest Ecology and Management 234 107-115 

Widmer Y.（1998）Pattern and Performance of Understory Bamboo(Chusqueaspp.)under 

Different Canopy Closures in Old-Growth Oak Forests in Costa Rica. 

BlOTROPlCA 30(3): 400-41 

内藤俊彦（1998）日本の植生 侵略と撹乱の生態学（矢野悟道編著）.22-24. 東海大学出版

会. 東京 

安田正次・大丸裕武・沖津進（2007）オルソ化航空写真の年代間比較による山地湿原の植

生変化の検出. 地理学評論 80-13:842-856 

 



66 

Ⅰ. 総合常在度表

A:トダシバ－ススキ群落 B:ｵｶﾄﾗﾉｵ-ｽｽｷ群落 C:ハコネダケ群落 D:ニシキウツギ－リョウブ群落 E:スズダケ－ブナ群落 F:イヌガシ－アカガシ群落
A1:イズコゴメグサ群 D1典型群 E1:イヌシデ群 E2:アブラチャン群 F1:イヌガシ群 F2:ブナ群
A2:チダケサシ群 D2アセビ群 E1a:典型小群 E2a典型小群 F1a:典型小群

通し番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 11 10 12 13

群落単位区分 A B C D E F

下位単位区分 A1 A2 D1 D2 E1 E2 F1 F2

下位単位区分 E1a E1b E2a E2b F1a F1b

調査区数 4 3 1 8 4 6 2 2 2 3 2 3 3

出現種数 36 52 21 14 26 46 28 30 37 54 36 40 42

A:トダシバ－ススキ群集

ススキ 4 (3-5) 3 (5) 1 (5) 1 (5) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
トダシバ 4 (3-5) 3 (2) 1 (1) 1 (1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
メドハギ 3 (+) 2 (+) ・ 1 + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ノコンギク 3 (+) 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
オトコヨモギ 2 (+) 2 (+-1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
チドメグサ 3 (+) 1 (+) ・ 1 + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ノガリヤス 3 (+-1) 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ツリガネニンジン 2 (+) 2 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
マツムシソウ 2 (1-2) 1 (2) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
フラサバソウ（標） 1 (+) 1 (2) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

A1:イズコゴメグサ亜群集
イズコゴメグサ 4 (+-1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
キジムシロ 4 (+) ・ ・ 1 (1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
サケバヒヨドリ 3 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
センブリ（標） 2 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
マルバヤハズソウ 2 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
A2:チダケサシ亜群集
チダケサシ ・ 3 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
オミナエシ ・ 2 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ヤハズソウ ・ 2 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
シシウド ・ 2 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
B:ｵｶﾄﾗﾉｵ-ｽｽｷ群落

オカトラノオ ・ 1 + 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
モミジイチゴ ・ ・ 1 (4) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ガマズミ ・ ・ 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
リンドウ ・ ・ 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

C:ハコネダケ群落

ハコネダケ 4 (1-2) 3 (+-2) ・ V (2-5) 4 (3-5) V (2-4) 2 (+-2) 2 (+) 2 (2-3) 3 (5) 2 (+) 3 (+-1) 3 (+-3)

D:ニシキウツギ－リョウブ群落

エゴノキ ・ ・ ・ I (1) 4 (2-3) IV (1-2) ・ ・ 1 (1) 1 (1) 1 (1) 1 (1)
リョウブ ・ ・ ・ ・ 4 (1-3) IV (1-2) ・ ・ 2 (1-2) 3 (+-1) 2 (1) ・ 2 (1)
マメザクラ ・ ・ ・ ・ 4 (1-2) IV (1-2) ・ ・ 2 (+) 2 (+-1) ・ ・ 2 (1)
ニシキウツギ 2 (+-1) 3 (+-1) 1 (+) II (+-1) 3 (1-2) IV (1-2) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
タンナサワフタギ ・ ・ ・ ・ 2 (+-1) III (+-2) ・ ・ 1 (+) ・ 1 (+) ・ 1 (1)

D1b:アセビ小群
アセビ ・ ・ ・ ・ ・ V (2-5) ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 (2-3)
マユミ ・ ・ ・ ・ 1 (1) IV (1-2) ・ ・ ・ 1 (+) ・ ・ 1 (+)
オオバウマノスズクサ ・ ・ ・ ・ 1 (+) IV　(+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

E:ブナ群落
ブナ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 (5) 2 (5) 2 (4) 3 (3-4) ・ 2 (1) 3 (2-3)

E1:イヌシデ群
イヌシデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 (1-2) 2 (1-2) ・ ・ ・ ・ ・
キヅタ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+) 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・
E1b:ウラジロガシ小群
ウラジロガシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 (1-2) ・ ・ 1 (1) 3 (1-2) ・
カモジゴケ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 (+) ・ ・ ・ ・ ・
E2:アブラチャン群
アブラチャン ・ ・ ・ ・ 3 (1-2) II (+-2) ・ ・ 2 (2) 3 (1) ・ ・ 3 (+-1)
ツクバネウツギ ・ ・ ・ I (+) ・ II (+-1) 1 (+) ・ 1 (+) 3 (1) ・ ・ ・
サワフタギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (1) 3 (+-2) ・ 2 (+) ・
E2a:カジカエデ小群
カジカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 (1-2) ・ ・ ・
マルバフユイチゴ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 (+-2) ・ ・ ・
コブシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 (+-2) ・ ・ ・
ツヤゴケ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 (+-1) ・ ・ ・
オオカサゴケ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 (+) ・ ・ ・
ミヤマカンスゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 (+) ・ ・ ・
メギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 (+) ・ ・ ・
F:アカガシ群落

アカガシ ・ ・ ・ ・ 2 (2-4) II (+-1) 2 (3) 2 (2) 2 (1-2) 2 (1-2) 2 (4) 3 (3-5) 3 (3-5)

F1:イヌガシ群
イヌガシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 (1) 2 (2) ・ ・ 2 (3) 3 (1-2) ・
ヒサカキ ・ ・ ・ ・ 1 (1) II (+-1) ・ ・ ・ ・ 2 (1-2) 3 (+-1) ・
ヒイラギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+) 3 (+) ・
カンアオイ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+) 2 (+-1) ・
F1b:シラキ小群
シラキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (1) 2 (1) 2 (+-2) ・ ・ 3 (1) ・
イタヤカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 (1) ・ ・ 3 (1) ・
コバノガマズミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 (+) ・ ・ 3 (+) ・
F2:ブナ群
スズダケ ・ ・ ・ ・ ・ I (+) 2 (+-1) 2 (1-2) 2 (4-5) 2 (+-2) ・ 1 (+) 3 (1-4)
ツルマサキ ・ ・ ・ ・ ・ I (+) 1 (+) 1 (+) 2 (+-1) 2 (+) ・ 1 (+) 3 (+)
ネジキ ・ ・ ・ ・ 1 (2) 1 (1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 (1)
イロハモミジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 (1) ・ 2 (1) 2 (1) 1 (+)
シロダモ ・ ・ ・ ・ 1 (+) V (+-1) 2 (1) ・ ・ ・ 2 (1) 3 (1) 2 (+-3)
イヌガヤ ・ ・ ・ ・ 1 (+) V (+-1) 1 (+) 2 (+) 2 (+-1) 2 (+) 2 (+) 3 (+) 3 (+-1)
ヤマボウシ ・ ・ ・ ・ ・ IV (1-2) ・ ・ 2 (1) 3 1 ・ 2 (1) 2 (1)
アオキ ・ ・ ・ ・ 2 (+) ・ 2 (1) 2 (1-2) 1 (1) ・ 2 (+-1) 3 (+-1) 2 (+)
ヤブニッケイ ・ ・ ・ ・ 1 (+) II (+-1) ・ 2 (+) ・ ・ 2 (+-1) 3 (1) 2 (1)
Carex sp. ・ 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

アオスゲ 4 (+) 1 (+) ・ 2 (1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

アオツヅラフジ ・ 1 (+) ・ ・ ・ II (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
アオハダ ・ ・ ・ ・ ・ II (1-3) 2 (1) 1 (1) 1 (1) 2 (1) 2 (1) 3 1 2 1-2
アカシデ ・ ・ ・ ・ 1 (3) ・ ・ ・ 2 (1) 2 (1-2) 1 (1) 2 (1) 1 (1)
アキノキリンソウ 4 (+-1) 2 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
アメリカスズメノヒエ ・ 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

アラカシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (1) ・ ・
アリノトウグサ 2 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
アワブキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (1) ・
イトスゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+) ・ ・ ・
イヌコウジュ ・ 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
イヌツゲ ・ ・ ・ II (1) 2 (+-2) V (1-3) 2 (1) 2 (+-1) 2 (+) 3 (+-1) 2 (+-1) 3 (+-1) 3 (+-2)
イヌブナ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (2) ・ ・
イボタノキ ・ ・ ・ I (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
イワガラミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+) 1 (+) 1 (+) 3 (+-1) ・ ・ 1 (+)
ウスノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+) ・ ・ ・ ・

ウツギ ・ 1 (+) 1 (1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
オオバギボウシ 1 (+) 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
オオモミジ ・ ・ ・ ・ 3 (1-3) II (1-2) 2 (1) 2 (1) 2 (1) 3 (2-3) 1 (1) 3 (1-2) 2 (1)
オトギリソウ 3 (+) 1 (+) 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
オニドコロ 1 (+) 2 (+) 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
オモト ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+) ・
ガマズミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+) ・ 2 (+) ・ ・ ・
カマツカ ・ ・ ・ ・ ・ II (1) ・ ・ 2 (+-1) 2 (+) ・ ・ 1 (+)
キッコウハグマ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+) ・ ・

キハギ ・ 1 (1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
キブシ ・ ・ ・ ・ ・ I (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ギンラン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+) ・
クマシデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (1) ・ ・ ・ ・ ・ ・

クロモジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 (+) ・ 3 (+) ・ ・ ・

ケヤキ ・ ・ ・ ・ ・ I (1) ・ 1 (1) 1 (2) ・ ・ ・ 1 (1)
ゲンノショウコ ・ 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
コアジサイ ・ ・ ・ ・ 1 (+) ・ ・ ・ ・ 2 (+) ・ ・ 1 (+)
コゴメウツギ ・ ・ ・ I (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
コゴメグサ ・ 2 (1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

コチヂミザサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 (+) ・ ・ 1 (+)
ゴトウヅル ・ ・ ・ ・ 1 (+) ・ ・ ・ ・ 3 (+) ・ ・ ・
コナスビ ・ ・ ・ 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

コナラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (1) ・ ・ 1 (1) ・

コミネカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+) ・ ・
ゴンゲンスゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+) ・ ・ ・
サルトリイバラ 2 (+) 1 (+) ・ II (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+)
サワシバ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (1) ・ ・ ・
シオデ ・ ・ 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
シキミ ・ ・ ・ ・ ・ I (1) 2 (1-3) 2 (1-2) 2 (1-2) 1 (1) 2 (1-2) 3 (1) 2 (1-2)
シシガシラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+)
シラヤマギク ・ 3 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
スズメノヤリ ・ ・ ・ 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
スダジイ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+) ・
ズミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+) ・ ・ ・
タチツボスミレ 3 (+-1) 2 (+) ・ 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
タムラソウ 4 (+-1) 3 (+-1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ツタ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 (+) ・ ・

ツタウルシ ・ ・ ・ ・ ・ I (+) ・ 1 (+) ・ 2 (+) ・ ・ ・

ツリバナ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+) ・ ・ ・ ・
ツルウメモドキ ・ ・ ・ I (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ツルグミ ・ ・ ・ ・ 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+)
ツルシキミ(ﾐﾔﾏｼｷﾐを含む） ・ ・ ・ ・ 3 (+) III (+-1) 2 (2-3) 2 (2-4) 2 (1-3) 2 (+-2) 2 (+-1) 3 (+-1) 3 (1-2)
テイカカズラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+) ・
トウゴクミツバツツジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (1)
トチバニンジン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+) ・ ・ ・
ナツグミ（？） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+) ・ ・ ・
ナツトウダイ ・ 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ナワシロイチゴ 1 (+) 2 (1) 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ニワトコ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+) ・ ・ ・
ネコハギ 3 (+) 1 (+) 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ノイバラ 1 (+) ・ 1 (+) I (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ノキシノブ ・ ・ ・ ・ ・ I (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ノダケ 2 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ノハラアザミ 4 (+) 3 (+) ・ 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ノブドウ 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ハイイヌガヤ ・ ・ ・ ・ 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
バイケイソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+) ・ ・ ・
ハリガネワラビ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+) 2 (+) ・ 3 (+) 1 (+) ・ 1 (+)
ヒメシャラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 (1-2) 2 (1) 3 (1-2) 2 (1-2) 3 (1) ・

ヒヨドリバナ ・ 3 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ヒロハイヌワラビ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+) ・ ・ ・
フウロソウ ・ 1 (1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
フジノマンネングサ ・ ・ ・ ・ 2 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ブタナ ・ ・ ・ 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ヘクソカズラ ・ 2 (+) 2 (1) I + ・ I (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ベニシダ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+) ・ ・ 2 (+) 2 (+) 1 (+)
ヘビイチゴ ・ 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ヘビノネゴザ ・ ・ ・ I (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ホオノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (1) ・ ・
ホソバウマノスズクサ ・ ・ ・ ・ ・ I (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ホソバシケシダ ・ ・ 1 (1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ホソバトウゲシバ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 (+) 1 (+) ・ 1 (+) ・ 1 (+) 1 (+)
ホタルブクロ ・ 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

マルバウツギ ・ ・ ・ ・ ・ I (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ミズキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (1) ・ ・ ・ ・

ミツバアケビ ・ ・ ・ ・ ・ I (+) ・ ・ ・ ・ 2 (+) 1 (+) ・

ミツバウツギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+) ・ ・ ・ ・

ミツバツチグリ ・ 1 (1) 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ミミナグサ ・ ・ ・ 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ミヤマイタチシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+) 1 (+) 1 (+) 1 (+) ・ ・ 1 (+)
ミヤマイボタ ・ ・ ・ ・ 3 (+-1) II (+) ・ ・ 1 (+) 3 (+) 1 (+) 2 (+) 1 (+)
ミヤマタニソバ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+) ・ ・ ・

ミヤマニガイチゴ ・ 1 (+) ・ I (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ミヤマワラビ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 (+) ・ ・ 1 (+)
ヤシャブシ ・ ・ ・ ・ ・ II (1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ヤブコウジ ・ ・ ・ ・ ・ II (+) 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・
ヤマアジサイ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+) ・ 1 (+) ・ ・ ・

ヤマイタチシダ ・ ・ ・ ・ ・ I (+) ・ ・ ・ ・ 1 (+) ・ ・

ヤマカモメヅル ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 (+) ・
ヤマグワ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 (+) ・ ・ ・ ・
ヤマツツジ 1 (+) ・ ・ I (1) ・ II (+-1) ・ ・ ・ ・ 1 (+) ・ 1 (+)
ヤマヌカボ ・ ・ ・ 2 (1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ヤマラッキョウ 4 (+) 1 (+) 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ヨモギ 3 (+) 1 (+) 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
リュウノウギク ・ 2 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ワニグチソウ ・ 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ワラビ ・ 3 (+) 1 (+) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ワレモコウ 4 (+) 3 (+-1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  
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Ⅱ. ススキ群落統合表

通し番号 1 2 3 4 5 6 7

植生単位

下位区分 植生単位 ｵｶﾄﾗﾉｵ-ｽｽｷ群落

調査番号

P
5

P
8

P
6

P
7

1
8

1
7

H
5 調査番号

H
4

調査日時

H
1
8
・
１

０
・
１

４

０
６

・
１

０
・
１

４

０
６

・
１

０
・
１

４

H
1
8
・
１

０
・
１

４

H
1
8
・
９

・
１

３

H
1
8
・
９

・
１

３

０
８

・
１

０
・
１

９

調査日時

０
８

・
１

０
・
１

９

調査地
日

金
山

　
山

頂

日
金

山

日
金

山
　

陵
線

不
明

日
金

山

日
金

山

日
金

山
　

ス
ス

キ
原

調査地

函
南

原
生

林
上

標高（ｍ）

6
9
0

6
8
5

6
9
0

不
明

6
9
0

6
8
0

7
0
0 標高（ｍ） 8

4
0

方位・傾斜

S
E
２

０
・
６

°

S
E
4
0
・
１

５
°

S
E
３

０
・
６

°

不
明

不
明

不
明

S
４

２
E
８

°

方位・傾斜

S
0
・
１

０
°

調査面積(m2) 20 18 20 不明 不明 10 20 調査面積(m2) 25

低木層高さ（ｍ） ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1.5 低木層高さ（ｍ） 1.6

低木層植被率（％） ・ ・ ・ ・ ・ ・ 90 低木層植被率（％） 90

草本層高さ（ｍ） 0.8 0.5 0.6 0.6 0.5 1 1.3 草本層高さ（ｍ） 0.4

草本層植被率（％） 100 100 100 100 100 100 30 草本層植被率（％） 0.6

平均出現種数 24 25 23 25 23 27 34 平均出現種数 20
トダシバ-ススキ群落標徴種・区分種 オカトラノオ-ススキ群落区分種

メドハギ +・2 ＋ ・ ＋ +・2 ・ ＋ オカトラノオ 1
ノコンギク ・ +・2 ＋ +・2 ・ ・ 1.2 モミジイチゴ 1
オトコヨモギ ・ ＋ ＋ ・ ・ +・2 1.2 ガマズミ 1
チドメグサ +・2 ＋ ・ ＋ ・ ＋ ・ リンドウ 1

ノガリヤス 1.2 ・ +・2 1.2 ・ ・ +・2 ススキクラスの標徴種
ツリガネニンジン ・ ＋ ・ ＋ ＋ ・ ＋ ススキ 1
マツムシソウ ・ 2.3 ・ 1.2 2.2 ・ ・ トダシバ 1
フラサバソウ（標） ・ +・2 ・ ・ 2.2 ・ ・ ヤマラッキョウ 1

群区分種 ワラビ 1

イズコゴメグサ +・2 1.2 ＋ ＋ ・ ・ ・ オトギリソウ 1
キジムシロ ＋ ＋ +・2 ＋ ・ ・ ・ ネコハギ 1
サケバヒヨドリ ・ +・2 ＋ +・2 ・ ・ ・ ミツバツチグリ 1
センブリ（標） ＋ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ 随伴種
マルバヤハズソウ ＋ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ニシキウツギ 1

群区分種 ヨモギ 1

チダケサシ ・ ・ ・ ・ ＋ ＋ ＋ ヘクソカズラ 1
オミナエシ ・ ・ ・ ・ +・2 +・2 ・ オニドコロ 1
ヤハズソウ ・ ・ ・ ・ ＋ ＋ ・ ナワシロイチゴ 1
シシウド ・ ・ ・ ・ ・ ＋ +・2 ノイバラ 1

ススキクラスの標徴種 ウツギ 1
ススキ 5.5 3.3 5.5 3.3 5.4 5.5 5.5 ホソバシケシダ 1
トダシバ 3.3 5.4 3.3 4.4 2.3 2.3 2.3 シオデ 1
タムラソウ +・2 +・2 1.2 +・2 +・2 1.2 +・2 ハコネダケ ・
ワレモコウ +・2 ＋ +・2 +・2 1.2 ＋ ＋
ノハラアザミ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ +・2 ＋
ヤマラッキョウ ＋ ＋ ＋ ＋ ・ ・ ＋
ワラビ ・ ・ ・ ・ ＋ +・2 +・2
オトギリソウ ＋ ・ ＋ ＋ ・ ・ ＋
ネコハギ ＋ ＋ ・ ＋ ・ ＋ ・
ミツバツチグリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1.2
随伴種
ハコネダケ 1.2 1.2 2.2 2.3 +・2 2.2 +・2
タチツボスミレ 1.2 ＋ 1.2 ＋・2 ＋ ・ ＋
ニシキウツギ ＋ ・ 1.2 ・ ＋ 1.2 +・2
アキノキリンソウ ＋ 1.2 ＋ ＋ ・ ＋ +・2
ヨモギ +・2 ・ +・2 +・2 ・ +・2 ・
アオスゲ +・2 +・2 ＋ +・2 ＋ ・ ・
ヘクソカズラ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ +・2
シラヤマギク ・ ・ ・ ・ ＋ +・2 ＋
サルトリイバラ ＋ ＋ ・ ・ ＋ ・ ・
リュウノウギク ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ＋
ヒヨドリバナ ・ ・ ・ ・ ＋ +・2 ＋
オニドコロ ・ ・ ＋ ・ ・ ＋ ＋
ナワシロイチゴ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ 1.2
ナツトウダイ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋
ノダケ ＋ ・ ・ ＋ ・ ・ ・
アリノトウグサ ＋ ・ ・ ＋ ・ ・ ・
ノイバラ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・
ウツギ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・
オオバギボウシ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ＋
キハギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1.1
ノブドウ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・
ヤマツツジ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・
ゲンノショウコ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +
コゴメグサ ・ ・ ・ ・ 2.3 ・ ・
フウロソウ ・ ・ ・ ・ 1.2 ・ ・
ヘビイチゴ ・ ・ ・ ・ ・ +・2 ・
ミヤマニガイチゴ ・ ・ ・ ・ ・ +・2 ・
アオツヅラフジ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・
アメリカスズメノヒエ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・
Carex sp. ・ ・ ・ ・ ・ ・ +・2
イヌコウジュ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋
ホタルブクロ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋
ワニグチソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋

トダシバ－ススキ群落

イズコゴメグサ群 チダケサシ群
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Ⅲ. ハコネダケ群落統合表

通し番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

植生単位

調査番号 K
N

７

H
４

A
4

1
7

H
A

-
1

H
A

-
2

H
A

-
6

H
A

-
8

H
A

-
9

K
H

1
3

K
H

1
5

K
H

1
4

調査日時 0
8
.8

.6

0
8
.1

0
.1

9

H
1
7
.5

.2
8

0
5
.1

1
.1

3

0
9
.5

.3
0

0
9
.5

.3
0

0
9
.5

.3
1

0
9
.5

.3
1

0
9
.5

.3
1

0
9
.7

.2
0

0
9
.7

.2
0

0
9
.7

.2
0

調査地 韮
山

町

函
南

原
生

林
上

山
伏

峠

岩
戸

山
山

頂

函
南

原
生

林
上

函
南

原
生

林
上

函
南

原
生

林
上

函
南

原
生

林
上

函
南

原
生

林
上

東
光

寺

東
光

寺

東
光

寺

標高（ｍ） 5
7
0

8
0
0

4
8
5

7
3
5

9
0
5

9
0
5

8
3
5

9
0
5

9
0
5

7
5
0

7
6
0

7
5
0

方位・傾斜 S
１

０
W

２
８

°

無
記

載

S
５

°

S
5
8
W

２
０

°

S
1
0
W

 5
°

S
1
0
W

 5
°

N
E
5
8
 3

°

S
W

7
0
 2

6
°

S
W

7
0
 2

6
°

S
W

4
 6

°

N
8
0
W

8
°

N
4
6
W

9
°

調査面積 (m2) 40 25 10 20 25 25 25 25 25 100 100 10
低木層高さ（ｍ） 1.5 4.2 2 1.5 3 2.7 3 2 2.4 2.5 2 1
低木層植被率（％） 100 90 100 100 90 90 90 90 90 100 90 15

草本層高さ（ｍ） ・ ・ 0.4 0.2 0.1 ・ 0.2 ・ ・ ・ 0.4

草本層植被率（％） ・ ・ 2 2 2 ・ 2 ・ ・ ・ 100

出現種数 1 1 8 9 1 1 1 1 1 1 1 14
ハコネダケ群落区分種

ハコネダケ 5.5 5.5 5.5 5.5 5.5 5.5 5.5 5.5 5.5 5.5 5.5 2.3

その他の種
イヌツゲ ・ ・ 1.1 (.1.1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ニシキウツギ ・ ・ ＋ 1.1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
サルトリイバラ ・ ・ ＋ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ヤマツツジ ・ ・ 1.1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ミヤマニガイチゴ ・ ・ +・2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ノイバラ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ヘクソカズラ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
エゴノキ ・ ・ ・ (.1.1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
コゴメウツギ ・ ・ ・ +・2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
イボタノキ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ツクバネウツギ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ツルウメモドキ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ヘビノネゴザ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・
ススキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5.5
キジムシロ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1.2
ブタナ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +2
タチツボスミレ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +
チドメグサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +2
アオスゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2.3
ヤマヌカボ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2.2
コナスビ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +
メドハギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +
スズメノヤリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +
トダシバ（？） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1.2
ミミナグサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +
ノハラアザミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +

ハコネダケ群落
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Ⅳ. ニシキウツギ－リョウブ群落統合表

通し番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

植生単位

下位区分

調査番号 H
１

a

H
１

b

H
3

H
１

３

H
９

H
１

２

H
１

０

H
７

H
８

H
6

調査日時 ０
８

・
１

０
・
１

８

０
８

・
１

０
・
１

９

０
８

・
１

０
・
１

９

０
８

・
１

０
・
２

５

０
８

・
１

０
・
２

５

０
８

・
１

０
・
２

５

０
８

・
１

０
・
２

５

０
８

・
１

０
・
２

５

０
８

・
１

０
・
２

５

０
８

・
１

０
・
１

９

調査地 函
南

原
生

林
上

函
南

原
生

林
近

隣

函
南

原
生

林
上

日
金

山
（
東

光
寺

）

日
金

山
（
東

光
寺

）

日
金

山
（
東

光
寺

）

日
金

山
（
東

光
寺

）

日
金

山
（
東

光
寺

）

日
金

山

日
金

山

標高（ｍ） 7
8
0

7
9
5

8
0
0

6
9
0

6
9
0

7
0
0

6
9
5

6
7
5

7
0
5

7
5
0

方位・傾斜 N
３

８
W

２
８

°

N
２

２
W

４
３

°

N
W

３
８

・
２

８
°

S
１

２
E
２

５
°

平
坦

N
２

０
W

１
０

°

N
１

０
E
２

７
°

S
１

０
E
２

７
°

W
４

N
３

５
°

S
１

２
W

３
５

°

調査面積 (m2) 5
0

4
0

2
5

1
0
0

4
0

1
0
0

3
5

1
0
0

4
0

5
0

高木層高さ（ｍ） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
高木層植被率（％） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
亜高木層高さ（ｍ） 7 9 8 10 7 8 7 8 6 8
亜高木層植被率（％） 80% 70% 60% 90% 80% 80% 70% 90% 90% 90%
低木層１高さ（ｍ） 2.8 2.3 3.5 3 2.5 2.5 2.8 2.4 2 3.6
低木層１植被率（％） 90% 90% 90% 40% 40% 70% 60% 30% 60% 70%
低木層２高さ（ｍ） 1 1 1 1.2 0.5 1 1 1.2 0.5 1.5
低木層２植被率（％） 2% 3% 3% 2% 3% 2% 3% 5% 3% 3%

草本層高さ（ｍ） 0.3 0.3 ・ 0.3 0.3 0.4 0.2 0.7 0.1 0.1

草本層植被率（％） 2% 5% ・ 5% 5% 12% 5% 2% 2% 2%

M層（％） 2% 2% ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

出現種数 17 13 9 14 19 21 17 17 15 13
ニシキウツギ-リョウブ群落区分種

エゴノキ 2.2 3.2 3.3 2.1 2.1 1.1 2.1 ・ 2.1 ・
マメザクラ 2.1 1.1 1.1 1.2 ・ 1.2 2.2 2.2 1.1 ・
ニシキウツギ 1.1 1.2 2.2 ・ 2.2 ・ 1.2 ・ 1.2 1.1
リョウブ 3.2 2.2 2.2 1.1 ・ 2.2 ・ 1.1 1.2 1.1

下位単位区分種

シロダモ ・ ・ ・ ＋ 1.1 ＋ ＋ ＋ ・ ＋
イヌガヤ ・ ・ ・ ＋ +・2 ＋ ＋ 1.2 ＋ ＋
アセビ ・ ・ ・ ・ 2.3 2.3 2.3 2.2 3.4 5.4
ヤマボウシ ・ ・ ・ ・ 2.1 2.1 2.2 ・ 1.1 ・

マユミ 1.1 ・ ・ ・ 2.2 ・ ・ 2.3 2.2 1.1
タンナサワフタギ ・ ・ 1.1 ＋ ・ 2.2 ＋ ・ 1.1 ・
アブラチャン 1.1 2.2 1.2 ・ ・ +・2 2.1 ・ ・ ・
ヤシャブシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1.1 1.1
コアジサイ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・
スズタケ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・
ヤブツバキクラスの植物および常緑樹
イヌツゲ ＋ ・ ・ 2.3 1.1 1.1 1.1 2.2 1.1 3.3
ツルシキミ(ﾐﾔﾏｼｷﾐを含む） ＋ +・2 ・ +・2 +・2 1.2 +・2 ・ ・ ・
アカガシ 2.1 ・ ・ 4.3 ・ 1.1 ・ ・ ・ ＋
ヒサカキ ・ ・ ・ 1.2 ・ 1.1 ・ ・ ＋ ・
ヤブニッケイ ・ ・ ・ +・2 ・ +・2 ・ ・ 1.1 ・
アオキ ＋ +・2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
シキミ ・ ・ ・ ・ ・ 1.1 ・ ・ ・ ・
ヤブコウジ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ＋ ・ ・
ツルグミ ・ ・ ・ +・2 ・ ・ ・ ・ ・ ・
その他の種
ハコネダケ 5.5 5.5 5.5 3.4 3.4 4.4 3.4 2.3 3.3 4.4
ミヤマイボタ ＋ 1.1 1.2 ・ ・ ・ ＋ ＋ ・ ・
ヤマツツジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ 1.1 ・ ・
ツクバネウツギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1.1 ・ ＋
オオモミジ 3.3 2.2 1.1 ・ ・ 1.1 ・ 2.2 ・ ・
オオバウマノスズクサ ・ ＋ ・ ・ ＋ ・ +・2 +・2 ・ ＋
ミツバアケビ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・
ネジキ 2.2 ・ ・ ・ 1.1 ・ ・ ・ ・ ・
マルバウツギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋
アオハダ ・ ・ ・ ・ 1.1 3.2 ・ ・ ・ ・
キブシ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・
ヘクソカズラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・
カマツカ ・ ・ ・ ・ ・ 1.1 ・ ・ 1.1 ・
ツルマサキ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・
アカシデ ・ 3.3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
アオツヅラフジ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ＋ ・ ・
ツタウルシ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・
フジノマンネングサ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ゴトウヅル ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ノキシノブ ・ ・ ・ ・ +・2 ・ ・ ・ ・ ・
ハイイヌガヤ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ホソバウマノスズクサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・
ケヤキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1.1 ・ ・
ヤマイタチシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・

ニシキウツギ－リョウブ群落

典型群 アセビ群
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Ⅴ. スズダケ－ブナ群落統合表

通し番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9

植生単位

下位区分

カジカエデ小群

調査番号 H
14

H
15

H
17

H
18

K
H

7

K
H

9

H
A

-4

H
A

-5

H
A

-7

調査日時

08
.1

0.
26

08
.1

0.
26

08
.1

0.
26

08
.1

0.
26

09
.7

.1
9

09
.7

.1
9

09
.5

.3
1

09
.5

.3
1

09
.5

.3
1

調査地

函
南

原
生

林

函
南

原
生

林

函
南

原
生

林

函
南

原
生

林

富
士

箱
根

ラ
ン

ド

富
士

箱
根

ラ
ン

ド

函
南

原
生

林
上

函
南

原
生

林
上

函
南

原
生

林

標高（ｍ） 77
0

76
0

71
0

67
0

76
0

74
5

86
5

87
0

89
0

方位・傾斜

S
80

W
 2

0°

N
54

W
 2

4°

S
70

W
 2

7°

N
40

W
 2

8°

N
4W

 1
8°

N
62

W
 2

8°

N
E
60

W
 3

5°

N
E
63

 4
0°

E
S
10

 4
6°

高木層高さ（ｍ） 23 25 22 25 22 22 16 15 15
高木層植被率（％） 80 80 80 80 80 80 80 80 80
亜高木層高さ（ｍ） 12 18 12 11 17 11 12 11
亜高木層植被率（％） 70 50 20 60 20 20 20 20 30
低木層１高さ（ｍ） 5 6 6 4 6 6 4 5 4
低木層１植被率（％） 40 30 50 30 30 40 30 30 20
低木層２高さ（ｍ） 3.5 2.5 2.5 2 2 2.5 1.6 1.7 1.6
低木層２植被率（％） 20 30 30 20 90 15 70 70 70
草本層高さ（ｍ） 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.3
草本層植被率（％） 40 25 20 70 40 10 30 20 5
M層（％） 0 0 2 2 0 0 2 5 3
出現種数 20 18 25 24 28 30 36 35 37
スズダケ－ブナ群落区分種

ブナ 5.4 5.4 5.4 5.4 4.4 4.4 4.3 4.3 3.3

下位単位区分種

イヌシデ 1.1 2.2 2.2 1.2 ・ ・ ・ ・ ・
アオキ 1.2 1.2 2.3 1.2 ・ 1.1 ・ ・ ・
イヌガシ 1.1 1.1 2.3 2.2 ・ ・ ・ ・ ・
シロダモ 1.1 1.1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
キヅタ + ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・

下位単位区分種

ウラジロガシ ・ ・ 1.2 2.2 ・ ・ ・ ・ ・
ヤブニッケイ ・ ・ +.2 +.2 ・ ・ ・ ・ ・
カモジゴケ ・ ・ +.2 +.2 ・ ・ ・ ・ ・

下位単位区分種

アブラチャン ・ ・ ・ ・ 2.1 2.3 1.2 1.2 1.2
ヤマボウシ ・ ・ ・ ・ 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1
リョウブ ・ ・ ・ ・ 1.1 2.3 1.1 + +
ツクバネウツギ ・ + ・ ・ + ・ 1.2 1.2 1.2
アカシデ ・ ・ ・ ・ 1.1 1.1 ・ 2.2 1.1
サワフタギ ・ ・ ・ ・ ・ 1.2 +.2 1.2 2.3
マメザクラ ・ ・ ・ ・ +.2 + 1.1 ・ +
ミヤマイボタ ・ ・ ・ ・ + ・ + +.2 +
カマツカ ・ ・ ・ ・ 1.1 + + ・ +

下位単位区分種

カジカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1.1 1.1 2.1
ゴトウヅル ・ ・ ・ ・ ・ ・ +.2 +.2 +.2
オオカサゴケ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +.2 + +
ミヤマカンスゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +.2 +.2 +
ツヤゴケ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1.2 +.2 +.2
マルバフユイチゴ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + 2.2 +
コブシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ 2.2
ミヤマワラビ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +.2 ・ +.2
コチヂミザサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ +.2
コアジサイ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・
メギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + +

その他の種
ハコネダケ +.2 2.3 + +.2 2.3 3.4 5.4 5.4 5.4
イヌツゲ 1.2 1.1 1.2 +.2 +.2 + +.2 +.2 1.1
オオモミジ 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 3.3 2.2 2.2
アカガシ 3.2 3.3 2.3 2.3 2.3 1.1 1.2 ・ 2.1
スズタケ + 1.2 2.2 1.2 5.4 4.4 2.3 +.2 ・
ツルシキミ 3.4 2.3 2.3 4.4 3.3 1.2 2.3 +.2 ・
イヌガヤ +.2 ・ +.2 +.2 +.2 1.1 ・ + +
シキミ 3.3 1.2 2.3 1.2 1.1 2.2 ・ 1.2 ・
ヒメシャラ ・ ・ 1.2 2.3 1.1 1.1 2.2 1.2 1.2
ツルマサキ + ・ +.2 ・ 1.2 + ・ +.2 +
アオハダ 1.1 1.1 1.1 ・ ・ 1.1 ・ 1.1 1.1
イロハモミジ ・ ・ ・ ・ 1.2 1.1 ・ ・ ・
イタヤカエデ ・ ・ ・ ・ 1.1 1.1 ・ ・ ・
コバノガマズミ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・
ハリガネワラビ + ・ + +.2 ・ ・ + +.2 +.2
イワガラミ ・ + ・ + ・ +.2 1.2 +.2 +.2
シラキ 1.1 ・ 1.2 1.2 2.3 + ・ ・ ・
クロモジ ・ ・ + + ・ ・ +.2 + +2
ミヤマイタチシダ + ・ + ・ ・ + + ・ ・
ホソバトウゲシバ + +.2 + ・ ・ ・ +.2 ・ ・
ツタウルシ ・ ・ +.2 ・ ・ ・ ・ + +.2
ガマズミ ・ ・ ・ + ・ ・ + ・ +
ヤマアジサイ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ + ・
ケヤキ ・ ・ ・ 1.1 ・ 2.2 ・ ・ ・
エゴノキ ・ ・ ・ ・ 1.1 ・ ・ ・ 1.1
クマシデ ・ 1.1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ヤブコウジ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ベニシダ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・
サワシバ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1.1 ・ ・
ミヤマタニソバ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +.2 ・ ・
マユミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・
ヒロハイヌワラビ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・
ゴンゲンスゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +.2 ・
ズミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・
ニワトコ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・
バイケイソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・
イトスゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +.2
トチバニンジン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +
ナツグミ（？） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +
コナラ ・ ・ ・ ・ 1.1 ・ ・ ・ ・
ツリバナ ・ ・ ・ ・ +.2 ・ ・ ・ ・
ウスノキ ・ ・ ・ ・ +.2 ・ ・ ・ ・
タンナサワフタギ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・
ミズキ ・ ・ ・ ・ ・ 1.1 ・ ・ ・
ミツバウツギ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・
ヤマグワ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・

スズダケ－ブナ群落

イヌシデ群 アブラチャン群

典型小群 ウラジロガシ小群 典型小群
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Ⅵ. イヌガシ－アカガシ群落統合表

1 2 3 4 5 6 7 8

イヌガシ群

シラキ小群

調査番号

K
A

-1

K
A

-2

K
A

-5

K
A

-4

K
A

-3

K
H

8

K
H

10

H
11

調査日時

09
.6

.1

09
.6

.1

09
.6

.1

09
.6

.1

09
.6

.1

09
.7

.1
9

09
.7

.1
9

08
.1

0.
25

調査地

函
南

原
生

林
下

部

函
南

原
生

林
下

部

函
南

原
生

林
下

部

函
南

原
生

林
下

部

函
南

原
生

林
下

部

富
士

箱
根

ラ
ン

ド

湯
河

原
峠

付
近

日
金

山
東

光
寺

標高（ｍ）

64
0m

63
0m

60
5m

62
0m

63
0m

74
0

85
0

70
0

方位・傾斜

N
W

30
 1

5°

N
W

67
 2

5°

S
W

35
 1

2°

S
E
16

 4
9°

S
E
8 

23
°

N
88

 2
6°

N
58

E
 3

2°

N
60

W
 4

0°

高木層高さ（ｍ） 16 22 20 22 21 18 20 11
高木層植被率（％） 90 90 90 90 90 80 90 70
亜高木層高さ（ｍ） 11 10 9 12 14 12 15 6
亜高木層植被率（％） 30 30 30 40 20 40 20 40
低木層１高さ（ｍ） 5 5 6 5 5 6 5 2
低木層１植被率（％） 60 40 50 40 40 40 30 60
低木層２高さ（ｍ） 2.5 3 3 3 3 2 1.5 0
低木層２植被率（％） 5 20 30 20 30 20 60 0

草本層高さ（ｍ） 0.4 0.3 0.3 0.3 0.4 0.3 0.5 0.4

草本層植被率（％） 5 5 5 5 10 10 20 20

M層（％） 0

出現種数 25 26 24 29 32 19 20 29
イヌガシ－アカガシ群落区分種

アカガシ 4.4 4.4 4.4 5.4 3.3 4.4 5.4 3.3

下位単位区分種

イヌガシ 3.3 3.3 1.2 1.2 2.3 ・ ・ ・
ヒサカキ 1.2 2.2 1.2 1.2 + ・ ・ ・
ヒメシャラ 2.2 1.1 1.1 1.1 1.1 ・ ・ ・
ウラジロガシ ・ 1.1 2.2 1.1 1.1 ・ ・ ・
ヒイラギ + ・ + + + ・ ・ ・
カンアオイ ・ + ・ + 1.2 ・ ・ ・
ミツバアケビ + + ・ + ・ ・ ・ ・

下位単位区分種

シラキ ・ ・ 1.1 1.1 1.1 ・ ・ ・
イタヤカエデ ・ ・ 1.1 1.1 1.1 ・ ・ ・
コバノガマズミ ・ ・ + + + ・ ・ ・
サワフタギ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・
ヤマカモメヅル ・ ・ ・ + + ・ ・ ・

下位単位区分種

ブナ ・ ・ ・ ・ 2.2 3.2 2.2 3.3
スズタケ ・ ・ ・ ・ +2 2.3 4.4 1.2
ツルマサキ ・ ・ ・ ・ + +2 +2 +
アブラチャン ・ ・ ・ ・ ・ 1.1 +2 1.1
マメザクラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1.1 1.1
アセビ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2.3 3.3
ネジキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1.1 1.1

ヤブツバキクラスの標徴種および区分種
アオキ 1.2 +2 + +2 1.2 +2 + ・
シキミ 2.3 1.1 1.1 1.1 1.1 2.2 1.1 ・
ツルシキミ 1.2 +2 1.2 +2 +2 2.2 1.2 1.2
イヌガヤ +2 +2 + +2 + +2 1.1 +
シロダモ 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 3.3 ・ +
ヤブニッケイ + 1.1 1.2 1.1 1.1 1.1 ・ 1.2
ベニシダ +2 + ・ + + ・ + ・
アラカシ 1.1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
テイカカズラ ・ ・ ・ ・ +2 ・ ・ ・
スダジイ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・
ツルグミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +
その他の種
ハコネダケ +2 + +2 +2 1.2 1.2 +2 3.3
イヌツゲ + 1.1 1.1 + +2 1.1 +2 2.3
アオハダ 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 2.2 ・
イロハモミジ 1.1 1.1 1.1 ・ 1.1 + ・ ・
オオモミジ ・ 1.1 2.2 1.1 1.1 ・ 2.2 ・
ミヤマイボタ ・ + + + ・ ・ ・ +2
アカシデ 1.1 ・ ・ 1.1 1.1 ・ 1.1 ・
リョウブ 1.1 1.1 ・ ・ ・ ・ 1.1 1.2
ヤマボウシ ・ ・ ・ 1.1 1.2 ・ ・ 2.2
エゴノキ ・ ・ ・ 1.1 ・ 1.1 ・ ・
タンナサワフタギ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1.2
ツタ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・
ハリガネワラビ ・ + ・ ・ ・ ・ + ・
ホソバトウゲシバ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ +2
ヤマツツジ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ +
ホオノキ 1.1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
キッコウハグマ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
イヌブナ ・ 2.1 ・ ・ ・ ・ ・ ・
コミネカエデ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・
ヤマイタチシダ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・
コナラ ・ ・ 1.1 ・ ・ ・ ・ ・
オモト ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・
ギンラン ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・
アワブキ ・ ・ ・ ・ 1.1 ・ ・ ・
カマツカ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・
イワガラミ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・
ケヤキ ・ ・ ・ ・ ・ 1.1 ・ ・
トウゴクミツバツツジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1.1
コアジサイ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +2
ミヤマイタチシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +2
コチヂミザサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +
サルトリイバラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +
シシガシラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +
マユミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +
ミヤマワラビ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +

イヌガシ－アカガシ群落

ブナ群

典型小群
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